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遍照の双脚

　　　　大洪水に襲われたベネズエラ

　12月26日ナイグアタ地区カルメン･デ･ウリア(Carmen de

Uria)村で撮影｡海岸に迫る山の谷間に位置するこの村では､10

日以上に及ぶ大雨により12月16日、周囲の斜面が広範囲にわ

たり崩れ、雨水を含んだ大量の土石流が発生し村の中心部を破

壊した。逃げ遅れた人々は、倒壊した家屋の下敷きとなり、あ

るいは瓦榛の問に挟まって悲痛な死を遂げた。中には濁流に飲

み込まれたまま海へ流された人もいた。被害発生後村はカラと

なり、それに乗じて窃盗などを働＜人も後を絶たず、こうした

二次的被害も大きかったようだ。

　AMDA医療チームは、この村から３キロ離れたエル･ティグ

リーヨ(EITi9｢illo｣村で２日間診療活動を行ない、患者の中に

は避難中のカルメン･デ･ウリア村民も含まれていた。

あ も き

　ＡＭＤＡへのご支援を

　　　001　KDD

　ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾀﾞｲﾔﾙ

　001国際電話､001市外電話ご利用額

の3%が援助全(全額KDDにて負担)と

してAMDAに寄付されます。

●お問い合せは、KDD岡山支店

　TEL　　086-226-0070

▽使用済みデ=レポンカ二万 ﾄﾞ収集終了

　１月末日をもちまして､使用済みテレホンカ

ードの収集を終fすることになりました。

　大変多くの皆様よりテレホンカードを送っ

ていただきました。誌面をもちましてお礼中

し上げます。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　ＡＭＤＡ事務局

山岨)/□nmα/2㈲θ.2　1



パキスタン報告

　ポリオという病気をご存知だろう

か。おf様をお持ちの方なら『飲む戸

防接種Jとに1‘えば話が？い。生後間も

ない乳幼児にり､える飲むワクチンであ

る。日本でなじみのある別名は、やは

り小児麻辱。これはこの病気が足の麻

辱を残すのでついた名前だ。他にも

Heine-Medin（ハイネ・メジン）病、有

給ﾄﾞ↓ﾐ小児麻辱､急性脊前前角炎などと

も呼ばれている。日本では、かつては

猛威をふるったこともあり、小児麻辱

の後遺症を残した中高年の方を街で見

かけることもあると思う。　しかし、

1981年に最後の患者が報告さ

れて以来、報告はなく、日本で

は根絶したとされている。

　さて、世界保健機構（ＷＨＯ）

による根絶プログラムがスター

トしたのが1988年｡目標は2000

年までのポリオ撲滅。ちなみに

撲滅と言うのは天然痘ウイルス

のように地球からポリオウイル

スを全くなくしてしまおうと占

うことなのだ。ＷＨＯによる根

絶プログラムは順調に進み、

1991年ﾍﾞﾆは南北アメリカ大陸

よｎポリオが根絶された。しかし、も

う2000年秒読みの現在、南アジア、ア

フリカにポリオは残っている。ここパ

キスタンにおいては年間約200名のポ

リオ患者が報告されているが､隣のア

フガニスタンのＷＨＯへの報告はされ

ておらず、全く状況がつかめていな

い

　ポリオ根絶のため、ＷＨＯがとった

戦略は、大きく分けて３つである。ひ

とつは生後まもなく日本でもやってい

る生ワクチンの投与率をほぼ100％に

持うていくことである。生ワクチンは

投り､をすると、９割以上の人が免疫を

持つようになる。しかも、この免疫は

終生免疫であり、一度免疫を持ったら

追加のワクチン投与をせずともポリオ

には　一生かからない。

2　/WZλ4./a､･n/ 2θ削｡2

ポリオデーinパキスタン
　　　　　　　　○

　　　　医師　九眼　武晃

（1999年ln=1 30 L）於ペシヤワール）

　ﾆつ目の戦略はサイペーランスであ

る。あまり聞きなれない討葉だが、患

者が発生した時の報告義務を作ってい

つどこに患者がどれぐらいいるのかを

把握することである。これによって、

患者が発生したら直ちにそこから感染

を防ぐための対策を講じることが出来

る。

　しかし、これらの対策だけではなか

なかポリオの撲滅はおばつかない｡特

に発展途上国の場合を考えると､財政

的な余裕も少なく、教育された人材も

少ないことから､乳幼児全員にポリオ

　　　　子どもたちに保健教育を実施

の生ワクチンを与えることはなかなか

難しいのだ。例えば、アフガニスタン

は過去20年以卜｡も内戦が続いており、

この剛問､政府と言うものがあってな

いに等しい。そのため、ポリオの接種

宰は40%を｡L【nlったことがないとａわ

れている。

　そこで、¨ﾓつ目の対策として『ポリ

オデー』が重要になってくる。これは、

年､に２回５歳以Ｆの子供たちに全員に

生ワクチンを与える日のことである。

この生ワクチンは一度免疫を持った子

供が投り･を受けても副作用等はみられ

ない。そのため、この口を眼界のまだ

ポリオが撲滅されていない地域でお祭

りのように設定し、全員のf供がポリ

オの免疫を持つことを目標としている

のだ。これらのワクチンはUNICEFか

ら地域の自治体に送られ、そこから

我々ＮＧＯに回ってくる。地域の自治

体は､ＵＮＨＣＲの調査にもとづいて､大

体地域の5歳以ﾄﾞの難民の人口を把捉

しており、それの数に応じた配布とな

る。UNICEFの活動資金は目本の資金

がかなり入っており、このパキスタン

におけるポリオデーのワクチンは、日

本の援助によるものだとの記事が新聞

に祓っていた。

　ポリオデーはまず､全住民にその存　。

在を加らせるところから始まる。テレ命l

ビやラジオで大々的なキャンペーンが

始まる。しかし､我々の活動地

域でこれらを有している人々

は多くない。効果的な宣伝は

99％がイスラム教徒なので、

モスクを通じて行われる。ま

た、村々にはお祈りの時間を

知らせるスピーカーが備え付

けられている。それらも大き

な宣伝効果がある。さらに､ヘ

ルスワーカーによる宣伝活動

がある。我々が活動している

村は広い。それらをカバーす

るために、26人のボランティ

アワーカーがおり、彼らに一番近いワ

クチン接種場所等の情報を村人に流しや

てもらうのだ｡我々の活動したアフガ

ニスタン難民キャンプは､指導者によ

り秩序だって運営されており、宣伝活

動においては末端の村人まで情報が行

き渡っていたようである。

　いよいよ当日が来た｡我々はポリオ

ワクチンを宿所の冷凍庫から運び出

す。ポリオワクチンは収納温度があ

る。いろいろな種類があるらしいが、

我々の使ったものはマイナス20度以

ドに保存しなければいけないやつで

あった｡なかなか途上国でマイナス20

度を保ちながら運送や保存を保つのは

難しい。しかし、もっと高い温度で保

存できるものは値段が高いと討う。な

かなか難しい選択である。しかし、紫



基礎医療センター

　　　邑のシールがワクチンのボトルに貼っ

　　　てあり、不適当な温度管理によりワク

　　　チンが無効になったときはこれらの

　　　シールの色が変色するように作られて

　　　いるのだ。朝７時、我々はシールの色

　　　の変色がないことを確認してからワク

　　　チン約２不人分を防無官器に入れ、

　　　AMDA事務所を出発した。

　　　　8時ごろいつもの難民診療所に酋い

　　　た。みんなごったがえしている。ヘル

〃　スワーカーの人達がワクチンの配布を

　　　求めていた。我々は通常の診療では

　　　１ヶ所で行うのであるが､ワクチン接

　　　種は、６つのワクチン接種場所（サイ

　　　目を決めていた。アクセスの距離が

　　　長ければ長いほど参加する小児の数が

　　　制限され､目標としている100%の接種

　　　率は無理があるからだ。６つのサイト

　　　にそれぞれ担当するヘルスワーカーを

　　　決めており､彼らがそれぞれ防無容器

　　　と氷を用意して待っていた。8時30分

　　　ごろ、ワクチンの数が数えられ、配布

　　　が始まった。１つのワクチンボトルで

　　　20人の接種が可能である｡時々f供が

　　　泣いたり、叶き出したりして、うまく

　　　接種できないのを見込んで1ボトルあ

〃　たり16人の計算で配っていった。ワク

｀、　チンを氷と一緒に防熱容器に詰め、さ

あ出発だ。　　　　　　　　　　　‘

　ヘルスワーカーはバンに乗ってそれ

ぞれの持ち場に行く。バンが一台しか

ないので大変だ。ぎゅうぎゅう詰に

なって自分のサイトに着くと、ワクチ

ンを持って出て行く。ワクチン接種場

所はいつもの診療所の他に､有力者の

家などが使用された。しかし、中には

全く建物のないところも設定されてお

り、ペンチが3つあるだけのところも

あった。

　ヘルスワーカーが着くとすぐにポリ

オの接種が始まった。まず､受付をし

て、子供の名前、年齢とポリオ接種の

既往を聞いてから、いやがる子供の目

をむりやりあけて2滴たらすのだ。な

かなか暴れられるとうまく落とせな

い｡頭を後ろに引くと比較的簡単に入

る｡‾f供の恐怖心は財界どこでも共通

なのだろうか｡それまで平気な顔をし

ていた了･でもいざ飲むとなったら、い

やかって逃げ出す‾fもいた｡嫌がらな

い子は看護婦さんの人気者になってい

るぞもいた。

　一通りヘルスワーカーを送り終える

と、今度は各サイトの訪問にかかる。

チェックする点は､まだﾄ分な量のワ

クチンがあるかどうかということだっ

た。あるサイトでは小さな部屋に子供

が50人も入っていたところもあった｡

6つのサイトの中で一番温み合ってい

たのはいつもの診療所だった｡あまり

の温み合い方に仮設ワクチン接種テー

ブルを設け､私もワクチン投与を行っ

た。ワクチンの投り封、子供は最初嫌

がっているが､実際投与してしまって

から吐き出したりする子供はみられな

かった。これは昧がいいためだろう

か。試しに　一滴飲んでみた。あまいシ

ロップのような昧である｡結構子供に

はいけるなと思った。

　だんだん、患者もはけ、ポリオデー

も終わりに近づいてきた｡今まで接種

した‾f供の集計をする｡最終集計で接

補数は2､331人であった。この地域の

統計上の子供の数をﾄ回る。しかし、

ＵＮＨＣＲの統計と、我々が独白で集計

している人目は開きが少しある。この

地域は､アフガニスタンから冬になる

と遊牧民が移住してきて､夏になると

憚っていく。現在は冬なので多くの遊

牧民が移住して来ているのだ。このよ

うな人口の季節的変化が100％以ﾄの

接種率という現象に影響していると思

われる、このように何パーセントのワ

クチン達成率というのが確実にはだせ

ないという葛藤があるが､いずれにし

ても100％近い接種率を達成している

と思われ、これは彼らがポリオデーに

ついて真剣に考え、ワクチンを受けた

いというムードを･時滞在の遊牧民に

まで浸透させていることの現れであろ

う。

　翌日の新聞はポリオデーの特集が組

まれていた。これによると、前回のポ

リオデーの実績は､パキスタン政府の

発表で99.2％、WI-IOおよびUNICEF

の発表では98.2%であり、いずれにし

てもかなりいい数字だ。

　このような世界的な根絶運動にいつ

も障害になるのは政治的な壁である。

パキスタンのように中央政府がある程

度の権力を維持しているところは計画

が進めやすい、しかし、アフガニスタ

ンように内戦が続いていたり、北朝鮮

のように中火政府と国際社会との距離

が離れている所ではなかなか系統だっ

た接種のプログラムを勧めていくのは

難しいのだ。また、世界を見ればその

国の鎖Lであっても、中央政府の管理

が十分でない地域は山ほどある。この

ような地域では、ＮＧＯ等通じてワク

チン接種を勧めていく方法も多く見ら

れる。我々ＮＧＯの役割はこの面にお

いても大きいと旨わざるをえない。

　2000年には無理にしてもこの撲滅

運動が早く功を奏してこの世からポリ

オウイルスが根絶されることを願って

やまない。

ＡＭＤＡ．柘H川副2000.23



ミャンマー報告

メッティーラ市民病院内「浄水機設置完了！」

　　　　　　　　　今

AMDAミャンマー駐在代表　大森　佳世

　ミャンマー中部乾燥地帯のメッ

ティーラにて繰り広げられるプロジェ

クトのつに､人々が安全な水を簡胆

に手に入れるための｢浄水供給による

健康促進プロジェクト｣があります。

これは戦後長きに渡って同国を訪れ、

この地に根づいて活動をされている私

たちの大切なパートナー､｢ABA(アジ

ア仏教徒協会)]及び｢MIS(国際協力

の会)]が中心となって展開している

事業です。

　メッティーラを含むミャンマー中部

乾燥地帯では、不潔な水の

摂取を原因とする下痢、視

力低下、皮膚病といった病

気が多く見受けられます。

これらの病気は清潔な水さ

え手に入れることができれ

ば、激減していきます。

　MISはABAとともに水蘇

生システム開発を試み、工

業試験場や佐賀大学などの

協力により、水に関する総

合指導を受けてこられまし

た。そして日水コン中央研

究所長小島貞男農学博士の

指導の下､1994年からミャンマーの水

事情を調査して浄水機の設計を行い、

1996年３月ＡＭＤＡとの連携によ句て

メッティーラにある「ナガヨンパゴダ

（世界平和パコダ）」内に、簡易濾過方

式の浄水機１号機を誕生させました。

　これによって周辺の人々は浄水を飲

めるようになり、疾病予防にとても貢

献しています｡例えば1999年9月のア

ンケートで､ここの浄水を飲んでいる

無作為に抽出した588人のﾄﾞ痢の回数

は、一ケ月でＯ人という回答でした。

そこでまた同じような浄水機２号機

を、メッティーラ市民病院内に設置す

ることによって､患者を中心に周辺の

住民へも飲み水や医療用水を供給し、

健康の促進に努めようというわけで

す。プロジェクトは（1）浄本機設置、

４　λＭＺＭルaa�2卯θ｡2

(2)水質と衛生に関する教育(病院

内)、(3)ミャンマー人水技術者の[]本

での研修、という3つのプログラムか

ら成っています。

　主な進捗状況と今後のスケジュール

は以下の通りです。

098年末まで:土台工事完了(ミャン

マー政府、住民の協力による)

099年7月２日：日本大使と草の根無

償資金贈与契約署名

08月下旬まで:浄水機供り･業者､ソー

ラーパネル供与業者との売買契約締結

高架タンク設置､貯水タンク内防水タ

イル貼り付け、浄水機本体設置

諸負建築業者との契約締結

０９月下旬：ミャンマー人水技術者の

最終選考終了、保健省の承認取得

010月中旬:高架タンク設置､貯水タ

ンク内防水タイル貼り付け作業開始

011月上旬:日本から浄水機本体及び

濾過材の輸送完了

011月中旬:メッティーラ湖から浄水

機設置場所までの配管工事完了（ミャ

ンマー政府）

浄水機本体及び濾逸材のミャンマー国

への到着

輸入及び関税手続き完「

011月下旬:高架タンク設置､貯水タ

ンク内防水タイル貼り付け作業完了

012月５日:浄水機本体及び濾過材の

現場ヘコンテナ輸送完j’

012月９日：浄水機本体の配管作業、

濾過材投入作業完了

試運転開始（日本人技術者による）

012月中旬:ソーラーパネル設置作業

完「

012月ﾄﾞ旬：浄水機試運転完ｊ’

０１月下旬：浄水機最終チエヽンク

０２月初旬：第一回水質と衛生に関す

る教育実施（病院内）

０３月下旬：浄水機引き渡し式

０５月初旬：第二回水質と衛生に関す

　　　　る教育実施（病院内）

07月中旬:ミャンマー人水

技術者の日本での研修終ｒ、

ミャンマーヘ帰国

08月初旬:第三回水質と衛

生に関する教育実施（病院

内、ミャンマー人技術者に

よる）

　病院をはじめ地元住民の

この事業への期待は高く、

すでに昨年、コミュニ

ティーからの寄付金によっ

て、浄水機設置場所の土台

設置工事は完成しました。そこに草の

根無償資金協力の支援を得て、３槽式

浄水機を設置し、メッティーラ湖の水

を毎日約25トン浄化していきます｡浄

化槽の構造は単純で､砂と砂利と石を

満たした多重の濾過槽に水を通すこと

で、汚れを取り除きます。第1槽に入

る段階では湖水そのものなので透明度

は低いのですが、第2、第３槽を経て

蛇口から出るときには細菌量が10分

の１に減り、臭いのないきれいな水に

なります。

　10月中旬から着工した高架タンク

の設置､貯水タンク内防水タイル貼り

付け作業の完了を待って日本から輸入

した浄水機本体の設置作業のため､12

月上旬の1週間にわたり、MIS理事長

の古賀氏、エンジニアの山口氏、ボラ

参
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ンティアの武藤氏の３名が、現地までこられま

した。もうミャンマー通である占賀氏は、暑い

陽射しの中でもテキパキと現地スタッフを指示

されます。ベテラン山口氏も職人らしく黙々

と、ヒョイヒョイ上ヘトって作業されます。初

めての海外が今回のミャンマーという武藤氏

も、キユッと帽子をかぶって皮手袋をはめ、現

地スタッフに混ざって汗をかきます｡彼らのお

かげで配管工事と濾過材の役人作業は予想以上

に順調に終え､無事に浄水機が稼働し始め試運

転が行われています｡このままスムーズにいく

と、ソーラーパネルの起動状況を確認した後､１

月末には浄水機に関する最終チェックが完了し

ます。その後は1号機と同様､３ヶ月毎に水の使

用状況などを調査していく予定です。

　1号機の設置に伴って近くの学校の生徒たち

に水質と衛生に関する教育を実施しているよう

に、今回も病院を訪れる患者を中心に、この

メッティーラ市民病院内で同様の教育を３ヶ月

毎に実施する予定です｡このような保健衛生教

育も含めて、浄水機の維持管理については、

メッティーラ市民病院が支援してくださいま

す。

　さらに今回から、MISの支援者である各種団

体､企業､病院などの協力を得て､将来的にミャ

ンマー人の手によって同様の浄水機が設置でき

　　　るようにするため、ミャンマーの水技術者を日
‘1!|1･　本へ呼んで研修し､少しずつ技術移転を試みて

いきます｡ 2000年1月中旬から半年間の予定で

行うこの研修も、九州での受入れ準備はすでに

整えられています。技術者が帰国後は、水質と

衛生に関する教育もミャンマー人によって実施

する予定です。

　このプロジェクトの完了によって､病院内の

患者年間延べ10､000名の他､周辺の住民などが

安全な水を得られるようになり、将来的には

ミャンマー人の手によって同様の浄本機が設置

できるようになります｡今回の設置作業に来ら

れた３名の､何とも清々しい笑顔。「もう帰りた

くないねぇ。日本に帰ったら寒すぎて風邪など

ひくんじやないかと、それだけが心配です｡」と

振り返って楽しそうにミャンマーを思う心が、

地元の人々にも通じていくことでしょう。

　　　‘1999年j4仙Mミャンマーニュース

1）AMDAミャンマー子ども病院オープン（11月13日）

　メッティーラに子ども病院が誕生。セレモニーにはＡＭＤＡ本

部から菅波代表、小平氏（プロジェクト推進局）も出席。 AMDA

ミャンマーのパイオニアである吉岡医師は羽織袴姿で登場｡さら

に朝海日本大使､ケッセン保健大臣､日本からは産経新聞関係者、

哲多町などから25名を迎え、また2､000人を越える現地の人々が

集まり、盛大に行われた。開院後は入院患者も受入れ､順調にス

タート。12月３日には３つ子の赤ちゃんが誕生。

２）バゴーのルーラルヘルスセンター、3ヵ所でオープン（6月29日）

　97年の人洪水のために流されたルーラルヘルスセンターを草の

根無償資金により再建｡災害時にも安心して使える高床式の立派

なセンターが誕生した｡当地は雨期にはボートでしかアクセスで

きず､乾期でも道なき道を長時間進まねばならないため、建築も

困難を極めたが、建築業者ウ・タンモーの尽力により遂に完成。

オープニングセレモニーにはたくさんのボートを出し､村人あげ

ての祭典を水上で催した。炎天下であったが、それまでの疲れが

吹き飛ぶ喜びであった｡ユニセフの協力を得て必須薬品も寄贈さ

れた。

3）PHCプロジェクト終了（12月10日）

　ＵＮＤＰの支援によりメッティーラ、タージ、ピョーブエの３

つのタウンシップにて２年にわたりPHCプロジェクトを実施し

た。その内容は、基礎保健教育を中心に、井戸の設置、輸送手段

の供給､30件に及ぶルーラルヘルスセンターの改修､小規模融資

プログラム等を組み合わせて､包括的なものとなった。プロジェ

クトマネージャーのMr.ラムもネパールヘ戻っていった。

４）３ヵ所の給食センターを改築（5月）

５）電話不通（通年）、メール不通（特に12月～）、停電頻発

　　（6月下旬までの上半期）

６）日本大使館バザーにてAMDAも血圧と体脂肪を無料測定（11月）

７）Ｄ「。ソーナイ日本へ（2月18日～２月２日）

　PHCプログラムオフィサーのDr.ソーナイが小児科医療研修

のため日本を訪問｡初めての海外に緊張気味だったが、国立岡山

病院や岡山済生会総合病院などの協力により有意義な研修を受け

ることができた｡厳寒の日本であったが風邪などひかずに無事帰国。

８）番外出家者続出（４月水祭り休暇他）

　ミャンマーは宗教に対する敬虔な信者が多い｡ＡＭＤＡスタッフ

の中からも昨年は日々の活動にゆとりができたからか､迷いがあ

ったのかは不明だが、巡回診療プロジェクトのDr.ｷﾝｿｰ､PHCプ

ロジェクトのDr.ﾄﾝﾄﾝの２人が頭を丸めて１週間ほど僧院で修行

を積んだ｡続いて９月にはヤンゴンのプロジェクトオフィサーの

ナンセンさん（女性）が出家、さすがに断髪はできなかったよう

だが９日間の修行を終えた。

　　　　　∧2000年･AMOAyミャンマぷ｡目●……

１）日本とミャンマーの人材交流の継続（医療スタッフ､技術者等）

２）学校と浄水機のオープニング

３）チャパタウンの防災プロジェクト立ち上げ

４）パコックにエイズ･ＰＨＣプロジェクトのため新オフィス開設

5）ASEAN諸国での緊急救援活動時、医療チームに参加

/1/附)λyaa�2θ卯．２５
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カンボジア報告

保健教育プログラムを通しての地域開発

　　　　　　　　　◇
AMDAカンボジア代表Dr.Sieng Rithy

　　　　　　翻訳　藤井倭文子

　1997年､以来､ＡＭＤＡカンボジアはコ　　1）

ミュニティにおけるプライマリー･ヘ

ルス・ケア（‾p防接種、保健教育、母

子保健プログラム）に重点をおいた地

域医療プロジェクトを支援するよう方

針を変えた。

　現在､カンボジア王国政府はその政

策の中で､地域社会のためには都市に

住む人々よりも遠隔地のコミュニティ

の人々を教育する方が重要でより適切

であるという認識のもとに､全国的な

医療プログラムを全て分散化する新し

い方針を打ち出している。

　遠隔地のコミュニティで暮らしてい

るカンボジア人の殆どは貧困､非識字

による知識の不足という問題をかかえ

ているといっても過言ではない。これ

らの問題点はカンボジアの過去20年

余にわたる内戦の結果である｡深刻化　　2)

する伝染病、不衛生、貧困問題に直面

し、コミュニティの人々の間で大きな

医療問題(マラリア、結核､栄養障害、

下痢、急性呼吸器感染症、ハイリスク

出産等)をひき起こしているように思

える。

　ＡＭＤＡカンボジアは三つの主要な

活動を通して、コミュニティにおける

プライマリー・ヘルス・ケアの支援を

している。

予防接種実施風景

６　λ肘/)丸/nrn/ 2師θ.2

予防接種プログラム：

　私達は交通手段、医療

　器具等の支援をヘルス

　センターのスタッフと

　コミュニティ医療従嘔

　者に提供している。こ

　のプログラムは全国的

　なプロジェクトなの

　で、私達はこのプログ

　ラムの実施を成功させ

　ているコンポン・ス

　プーの保健部門を通し

　て厚生省と常に協力し

　ている。このプログラ

　ムの成果はすばらし

　く、現在小児疾患の主

　な原因である小児麻蝉

（ポリオ）はカンボジアダ

から撲滅された。

母子保健プログラム：

　私達は、カンボジアでは現在で

　も出産中および出産後の母子の

　死亡率がアジアの他の国々と比

　較して高いことに注目した。こ

　の現状を受けてＡＭＤＡカンボジ

　アはコミュニティの助産婦や伝

　統助産婦のために母子保健に関

　する研修プログラムを実施する

　ため、産婦人科の専門医を派遣

　している。　このプログラムの目

　的は出産技術やハイリスク出産

　を予想されている妊婦の経過を

　調べるための能力向上をはかる

　ことである。私達は妊産婦のだ

　めに栄養プログラムも実施して

　いる。

3）保健教育プログラム：

　　　ＡＭＤＡカンボジアはコミュニ

　　　ティの人々へ保健教育資料を配

　　　布するために厚生省やその他の

　　　ＮＧＯからポスターや医療キヤ

　　　ンペーン、保健教育、衛生教育

予防接種・母子保健プログラム啓発看板

に関する資料を収集している

　最後に、ＡＭＤＡの活動はコンポン・

スプー州のプライマリー・ヘルス・ケ

アのために多大な貢献をしたと私達は

自負している。この活動はコミュニ

ティの貧しい人々のニーズに応え、カ

ンボジアの医療システムに重要な関心

をもたらした､私達はこのシステムの

基盤を向上させるためにたゆまぬ努力

を重ねることが私達の理念でありゴー

ルであると考えている。

　ＡＭＤＡインターナショナルの菅波

茂代表は私達の使命はより良い将来の

ために「人々が私達を必要とする時、

いつでもＡＭＤＡはみなさんを助けに

いきます」と常に述べている。私達は

「相互扶助精神を通じた平和のための

パートナーシップの世界的ネットワー

ク構築」というスローガンがいつまで

も私達の心に残ることを願っている。

１
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フィリピン藷苦

フィリピンよ1ﾉ

「コロナ」か「ジャーマン」か
JICA家族計画・母子保健プロジェクト

　　母了一保健専門家　小村　陽子

　クイズ｀です。［コロナ方式］と「ジャー

マン方式」、さて何の方法でしょうか？

　　　　４月、５月、ここフィリピンは夏真っ盛

　　　りです｡もちろん子どもたちにとっては、

　　　大好きな夏休みです。時間に関係なく子

　　　どもたちが、あっちこっちで遊び回って

　　　います。そんな楽しい夏休みですが、男

　　　の子には、やらなければならない人生の

　　　宿題みたいなものがあるようです。特に

　　　８才から12才の男の子は。ちょうどこの

　　　日は土曜日。日本から遊びにきていた3人

　　　の助産婦と夫、タラックにいる協力隊員

　　　を誘って､保健所に「ジャーマン方式」の

ｰ見学に出かけていきました。

　保健所の周りは大勢の人です。コーラ

を売る屋台まで出てお祭り騒ぎのようで

す。大勢の人の歓迎を受けて、保健所に

入りました｡「これは､いったい何だ」と

声にも出さず、立ち止まってしまいまし

た。私の目に入っただけでも、右手奥の

診察台代わりの机には､3人の男の子たち

が､仰向けに横になり［ジャーマン方式］

を受けていました。「うっ｡」と思って目

を反対側に向けると、20人ほどの男の子

たちがきちんと行儀よく、椅子に座って

順番を待っていました。そして目線をち

ょっと上げると、女の子や今回は関係の

ない男の子たちが、精一杯背伸びして窓

から覗いていました。私たちは、町長さ

んと保健所スタッフの歓迎を受け、写真

取り放題、どこを見学してもよいという

〃器燃こ:
見学を続けました。保健

忙しそうに楽しそうに動

き回っています。通常、保健所には医師

一人ですが、この日は、近くの町からた

くさんのお医者さんたちや看護婦、助産

婦が応援に駆け付けていました。保健所

内で10人くらいの医師がそれぞれの場所

で忙しく慟いていました。

　もうお分かりでしょうが、今日は「割

礼」を見学に来たのでした。ここムンカ

ダ町では、先週と今週の土曜日、希望者

に「割礼」を行っていたのです。町主催

なので無料です。私立病院では、もちろ

ん有料になります汀先週の土曜日は､250

人くらい来て､ほんとに忙しかったわ｡今

日は100人くらいになるかしら｡］とは、

保健所スタッフの弁でした。

　｢割礼｣は、日本人にとって馴染みの薄

いものの一つだと思います｡まず､｢割礼｣

とは何でしょう。「¶乃女の性器のｰ部

を切除または切開する儀礼で、古く

から財界各地で行われている。目的

は衛生や性交における実利との関係

を指摘するものもあるが、定説はない」

と世界大百科事典にありました。神父さ

まに確認したところ、キリスト教との関

係はないということです。フィリピンで

は､男性の割礼が一般的です｡そして、こ

の4月、５月がそのシーズンなのだそうで

す｡このプライバシー確保がない中で､ど

のように行われるのかと言うと､まず､保

健所の玄関で受け付けをします。この時

点で家族が付き添って来た場合は、家族

と別れます。家族は外で座ったり、窓か

ら覗いたりして彼らを待ちます。名前と

年齢と住所を書いた紙を受け付けで貰い、

少年たちは椅子に座って順番を待ちます。

そして、呼ばれたら次の場所に移り、パ

ンツを脱ぐように指示されます。そうす

ると､消毒薬を持ったおじさんが来て､チ

ンチンをきれいに消毒してくれます。茶

色になったチンチンを脱いだパンツで隠

し、また待ちます。そしていよいよ診察

台に呼ばれて、仰向けになり割礼を受け

ます。終わると、名前の書いた紙を持っ

て出口に行くと、助産婦がいて紙と引き

換えに、痛みILめと抗生物質の薬をくれ

ます。これで全過程終了です｡この間､少

年たちは恥ずかしがることもなく、泣叫

ぶこともなく、淡々と大人の指示通りに

動いていきます。この様子に驚いて、看

護婦に聞くと､「ある程度の年齢になった

ら、やらねばならないことだと分かって

いるので、覚悟して自分から来ているの

でしょう｡」ということでした。話を聞き

ながら顔を上げると、窓という窓から子

どもが覗いています｡こうして自然に､理

解していくんでしょうね。

　では、「コロナ方式」と「ジャーマン方

式」の説明に入りましょう。私は幸いに

も、トルコに住んでいた時､「コロナ方式」

の場にも立ち会ったことがあります汀コ

ロナ方式」とは、輪切りを想像して下さ

い。チンチンの皮をビューンと引っ張っ

て、本体を傷つけないように、銀子で留

めて、ちくわを切るように輪切りにしま

す。わたしが立ち会った時、医師は電気

メスを使って行っていたので、出血は少

なく、一瞬で終わりました。その後3針縫

って、抗生物質入りの軟膏をつけ、リボ

ンのように包帯を巻いておしまい｡「ジャ

ーマン方式」は、包皮を切開します。医

From the Philippines

順番を待つ男の子

師は麻酔の利き目を確認してから、銀子

を「ハ」の字にあて固定します。さらに

レ刊の字の真ん中を銀子で挟み、再度、

麻酔の利き目を確かめ、真ん中の銀子を

外し、その痕にそって鋏を入れます。そ

の後は両サイド３針づつ縫合して、消毒

して、包帯しておしまい。

　お分かりのように、このニつの方式の

大きな違いは「切除」と［切開］です。最

近、フィリピンでは、病院で行う［ジャ

ーマン方式］がほとんどのようですが､以

前は村の長老で民間治療師（タガログ語:

arbularyoアルブラーリョ）が、「コロナ

方式」で行っていたそうです。しかし､銀

子などはなかったでしょうから、ビュー

ンと引っ張った包皮を小刀で切り落とす

というような方法だったようです。この

時は必ず、川などの木場に近いところで

行われたそうです。切断後は木できれい

に洗って、グアバの青い葉を煎じた液で

消毒する、これを傷口がふさがるまで定

期的に繰り返したということです。

　「コロナ」だろうと「ジャーマン」であ

ろうと､痛そうなことは同じというのが、

私の感想です。しかし、清潔のためには

必要かなと思いますし、清潔だけのため

なら、新生児期や乳児期でもいいのでは

とも思います。でも、きっと清潔のため

だけでなく、大人になる一つの準備とし

て､通過儀礼として必要なのでしょう｡で

すから、痛そうにする子はいても、泣き

出すＴはいませんでした。周囲の明るさ

とアッケラカンとした雰囲気は、まさに

集団検診､集団予防接種そのものでした。

健気な少年たち、決心してやって来た少

年たちに大実夫だと安心感をりｰえる大人

たち、楽しそうで、忙しそうで、痛そう

でいろんな思いがミックスされた雰囲気

は、私にとっては不思議に心地よいもの

でした。身体を［く］の字にして、痛そ

うにパンツをはいて帰って行く少年の姿

を、暖かく見守る町の空気が爽やかに感

じられた一日でした。

　今回、貴重な体験をした日本人の感想

は、我が夫の「日本人に生まれてよかっ

た」という言葉が‥番最適ではないかと

思います。
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ベネズヱラ大洪水緊急救援速報

ベネズエラ大洪水緊急救援活動概要

　南米のベネズエラでは、12月中旬に約10日間降り続いた大雨により、土砂災害が発生、ダムが決壊する

などして大きな被害を出しました。この災害による死者は3万人から５万人とも言われ、正確な被害は未だ

に判明していません｡ ＡＭＤＡでは、日本からの調整員、ペルー・ボリビアの各支部からの医師、看護婦らで

構成する多国籍の緊急救援チームを派遣し、12月21日から緊急救援活動をおこなってきました。

期間：

派遣者：

活動場所：

診療患者数：

経過：

平成11年12月21日～平成12年１月６日

モレ･アマド　医師（ボリビア）

マリア･セスペデス　看護婦（ボリビア）

レニ･リム　看護婦（ボリビア）

ホセ･ヤマニハ　医師（ペルー）

鈴木俊介　調整員（日本）

ナイグアタ地区：

12月23目～１月４目

12月23日～１月４日

12月23日～１月４日

12月22日～12月31日

12月21日～１月６日

エル･ティグリーョ村、カムリ･グランデ村、

カルメン･デ･ウリア村及びカレ村

エル・ゲワポ地区：　エル･ゲワポ町及びバルサ村

ナイグアタ地区

エル･グワポ地区

－183名

－160名

12月21日～22日

12月23日

12月24目

12月25日

12月26日～28日

12月29日

12月30日

12月31日～１月２日

１月３目

１月４目～６日

詳しい報告は次号でお知らせする予定です。

(3日間:12月26日～28日)

(3日間12月31日～１月２日)

移動、ペネズエラ到着

市民防災局、日本大使館

市民防災局、ペネズエラ空軍、SAR

ナイグアタ入り、医療ニーズ調査

診療活動（ナイグアタ地区）

移動、市民防災局

エル･グアポ入り、医療ニーズ調査

診療活動（エル･グアポ地区）

帰国航空便確保、市民防災局

日本大使館、移動、帰国

　　　　　　　　　　　　　　　　＜協力団体＞

　　　　在本邦ベネズエラ大使館／三洋コンピュータ（晴れの国ネッＯ

　　　　　　　　　　　　　　　　募金のお願い

AMDAでは被災者への緊急医療支援を行うため、皆様のご支援をお願いしています。

　　　　　　　郵便振替　口座番号01250-2-40709　　口座名　AMDA

　　　　　　　　　＊通信欄に『ベネズエラ』と明記して下さい

問い合わせ先　AMDA会員情報局　西村　TEL : 086-284-8104　FAX : 086-284-8959

８　Åμ/)ｿ1んru/2θ師.2
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シモン・ボリバル国際空港からナイグアタヘ

向かうヘリに乗り込む

ナイグアタからカムリ・グランデに向かう途中

コンクリの広場陥没

パルサ村：患者に薬の服用法を説明するモレ医師

カラカス市内の専用空港で各国政府などから寄付された医

療品等について担当者から説明を受けるAMDAチーム

カルメン・デ・ウリア村

カレ村：鉄砲水による被害

エル・ティグリーヨ村における診療

カレ村：薬の確腿をするモレ医師とレニ看護婦
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厦テヂモール避難民緊急救援

西ティモールにおける避難民救援活動

　調整口　石沢　睦.火

AMDA,釧整員訓練センター

はじめに

　避難民救援とタイトルされ緊急救援

のカテゴリーに分類される活動である

が、今回、払の参加したチームは

ＡＭＤＡインターナショナルとしては

最終支援に当たる第4次チームの前Ｔ

に当たる部分であって､医療救援の活

動要領はもとより、チーム員の生活全

般に至るまで確立されていたといって

も過言ではなく、むしろＡＭＤＡとして

の撤収判断のための情報収集の時期で

あったと思う。加えてこのチームは

ＡＭＤＡインドネシアのド

メスティックチームである

ため避難民にとっても、私

にとっても最適のメンバー

であったと思う。その構成

は医師2名と庶務兼報告係

の看護IJ1名で、私との意

志疎通はお互いに外国語の

英語であったが､相互に流

暢でない共通点が幸いして

毎日楽しく会話できたた

め、自分は３人の通訳付き

であることに天満足しあら

ゆる情報を集めることにし

た。

　チームは西ティモールの

ケファメナヌ巾に滞在し、主としてナ

イン・キャンプの診療活動に従乍した

ものであるが､医療活動の細部につい

ては前任者レポートと差異がないた

め､10月26日から11月26日までの間、

私が知り得たその他の現地状況につい

て報告したいと思う。

１

難民キャンプは村に等しい

　隣接国に流出した難民キャンプで思

い浮かぶイメージはアル八二ア等に流

出したコソボ難民である｡彼等は流人

外国人として厳重な外桐を廻らした

キャンプの中に収容され､鯛外に出る

自由はない。しかし西ティモールに存

在する東ティモール難民キャンプには

幸いにしてこのイメージが当てはまら

10　λﾉ附)/□na�2θ卯｡2

ない｡外側がなく難民も出入り自由で

ある。叫ティモールの独帽二係る政治

的経過処置等の関係からか自国のイン

ドネシア人と同様に行動Lの制限がな

い｡従って裕富な者にあってはホテル

暮らしをしようと借家暮らしをしよう

と本人の勝手である。

されていて､各々に班長が居り指示連

絡は瞬時に徹底する』莉季が近いとの

ことで、キャンプ内は遂次排水溝を

掘っていたが、11月２目は住民の奉仕

により診療所を含む本部テント周辺の

側溝掘りが実施され､その動員力は特

記すべきものがあった。

　以ﾄﾞ西ティモールにおける最大規模　　2.難民救援活動は徹底している

のナイン・キャンプを一例としてス

ケッチすると次のようになる。　　　　　　先ず行政面からみるとインドネシア

　人口は10月26日時点で約6,700大，　政府は東ティモール難民に対し１名１

外側はなく中央通り人目付近に難民　　日当たり1,250ルピアの現金(約25円)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と400gの米を現物支給し

　　診療所待合室で（右より2人目　筆者）

キャンプである旨の看板1枚、また約

7km離れたケファメナヌ市中心部行き

の乗合いタクシーが数台「ケファ・ケ

ファ」と呼込みをしている。料金は人

人片道1､000ルピア（約20円）である。

またこの付近には業者による衣料品、

周辺住民による農産物のバザールが毎

日聞かれている。キャンプ中心部には

難民による食料･雑貨の商店が数店軒

を並べている。キャンプの本部機能は

同じく人口付近に集中しており、警備

本部（警察官詰所）、診療所､社会省事

務所､施設係詰所（NGO:CARE担当）

等でいずれも大型テントである。キャ

ンプ内スピーカー設備も完備し､業務

連絡から個人呼出し､時には楽器演奏

のメロディーまで流される｡住民側に

は町内会組織があり49の班から編成

ているという。このため

帰還難民の荷物には

200kg前後の米袋が目立

つ。また政府の指定する

島に開拓移民する者に

あっては1世帯に2haの農

地と1戸の農家､所用の種

了･と１年分の食費を支給

する約束になっているが、

この開拓農民は人気薄だ。

　この他、乳幼児には保

健省チャンネルで毎日午

前中に温かいミルクが

コップ１杯支給される。

　次にＮＧＯの活動であ

るが、MSF、CARE、UNICEF等の施

設管理をiﾐ体とする地道な活動は前任

者リポートにあるとおり頭の下がる思

いであった。またキリスト教系のグ

ループによる活動も活発で毎週1･2回

子供たちに温かいオートミールや冷た

いナタデココを配るグループもあっ

た｡特にMSFはＷＨＯや保健吉との連

携も十分で､ハンセン氏病患者の追跡

調査や麻疹予防接種等も密着支援に当

たっていた｡以上から判断できること

は、難民キャンプに関する限り、行政

支援、NGO支援のいずれも組織的に

十分な機能を発揮しているものであっ

て国際世論の求める人道的援助の目的

は達成されているとの感を深めたが、

難民への処遇が向上すればするほど難

民とあまり差異のない生活レベルにあ

「

（

一



る付近住民との札幌を生ずるものと危

惧される｡

3.情報修正の必要

　　　　出発前に訓べた資料によると難民

　　　キャンプにはi?年が少ないことと反白

　　　色人種感情があることが挙げられてい

　　　た｡しかし現地において承知した･jrJj

　　　は、キャンプ･ナインに|刻する限り修

　　　iEを必要とする｡第１に肖年男Ｆは多

　　　数存在している｡その一例として1け|

　　　19日に挙行されたキャンプの合同結

　　　婚式において実に61組122おのﾘ1女が

　　　ゴールインしたといわれている。また

　　　週に１～２?Ｉの新生児が誕生している

　　　が､一妻の産気を診療所に知らせに来る

　　　のは通常若い夫である｡第2に白人反

　　　感であるが､MSFの苔い白人男性医師
争　の後方を･f供たちが追いかけている。

　　　衛生教育に参加した者に小やバケツが

●

配られるからだ。ｗＨｏ訓1゛1ﾓや麻疹ｐ

防接種も白人による注射だが全く問題

はない｡故にこの基本的な情報２件に

ついてはキャンブ差を考慮に入れる必

要がある。

ナイン・キャンプ　中央通りに商店が数軒ある

ウィニィ・キャンブ　AMDA Dr. ハルジョによる診療

おわりに

　ＵＮＨＣＲの現地活動も軌道に乗り、

11jl1511以降難民の4fティモール帰

還が急ピッチで進捗し始めた｡避難生

活を余儀なくされた彼等の　咳|』もIII･い

安寧を心から折りたい｡

ナイン・キャンプ　診療所

ナイン・キャンブ　居住用テント

ナイン・キャンプ　ＵＮＨＣＲを先導に|ＯＭチャーターに

よるバス・トラックで難民の東ティモール帰還が始まる

ルw瓦4あrn/2卯θ．２　Ｈ
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RNN人道援助宗教ＮＧＯネットワーク

国際貢献トピア岡山構想を推進する会

ＲＮＮ人道援助宗教ＮＧＯネットワーク

　「ＲＮＮ人道援助宗教ＮＧＯネット

ワーク」は、その名の示す通り、人道

援助活動を展開する宗教ＮＧＯのネッ

トワークである。その活動母体は岡山

にあり、活動範囲は海外に及んでい

る。以ﾄﾞ、設立の経緯、基本理念、特

徴、構成団体、今日までの活動等につ

いて紹介したい。

　本ネットワークが設々lされたのは

1996年11月24目のことであった。そ

れを可能にしたのは､ＡＭＤＡの菅波茂

代表をはじめ、関係団

体・各位の熱意と実現

へ向けての弛まぬ努力

があったからに他なら

ない。まず1994年、岡

山を本拠地とし、同地

区のボランティア団体

やNGO･NPOが共通の

基本理念のドに「国際

貢献トピア岡山構想を

推進する会」（通称：ト

ピアの会）を設立し、爾

来毎年、医療、教育、宗

教､環境､福祉の各テー

マの‾ﾄﾞ、海外から関係

団体・NGO・NPOの代

表を岡山に招聘して

「おかやま国際貢献NGOサミット」を

開催し、岡山と世界のNGO・NPOと

の連携・ネットワーク化を図り、具体

的実践としての人道援助活動の実をあ

げてきた。

　1996年２月、AMDAからの「中国・

雲南省大地震」緊急救援の呼びかけを

受け、岡山県内の宗教団体が宗派・教

団が越えて互いに協力したことが契機

となり、「トピアの会」の宗教部会とし

て、天台宗、真言宗、キリスト教（カ

トリック・プロテスタント）・金光教、

立正佼成会、創価学会、天理教、最上

稲荷教、黒住教等を構成員とする「人

道援助宗教委員会」が発足。|司年11月

24日、宗教がテーマであった【196お

】２　ﾒIMZ）り4ja。㎡2θθ∂｡2

　　　　　　　　う

RNN･外務局長　黒住　宗道

かやま国際貢献ＮＧｏサミット」のi｛

要行嘔として「第１回人道振動宗教

NGO会議」が､海外から12名のNGO･

NPO代表者を招聘して開催され、こ

の「ＲＮＮ人道援助宗教ＮＧＯネット

ワーク」の設立が決議されたので

あった。

従って、RNNは基本的に「トピアの

会」の基本理念を踏襲し、相互扶助の

精神を以って、各宗教NGO･NPOが、

AMDAやINNED（国際人道援助ネッ

　　　　197比叡山宗教サミット

トワーク)、国際姉妹校縁組､環境､福

祉関連のNGO･NPO等との連携の下、

国境、言語、文化、宗派、教団の垣根

を超えて、人道援助の名の下に手を

結び、各団体の既存の活動を妨げる

ことなく、その活動の輪･和を更に有

機的に拡大し、強固なものにしてい

くという目的を持って日々活動を展

開している。

　以下に今日までの歩みを纏めてみる。

【1996】

▲2月「中国・雲南省大地震」緊急救

援≪ＡＭＤＡの要請を受けて協力。宗

教関係から７団体。支援物資総領

17,305kg≫

▲2月「トピアの公・人道援助宗教委

員会」発足≪構成委も‾1:11団体から22

名≫

▲10月「タイ・メコン川大洪水」被

災者救援募金≪乳幼児用粉ミルク缶

500パック分の資金を募金｡ AMDAに

委託≫

▲11月【第１回人道援助宗教】会議」

開催（【’96おかやま国際貢献】サミッ

ドの主要会議として）≪RNN発足、1゛｀

参加案内チラシ作成、会議レポート

（会議記録）第１吋作成

（97年６月発行）≫

【1997】

▲7月「ＮＧＯカレッジ」

（於東広島市）参加・協

力≪共催：広島県・

ＡＭＤＡ・広島国際セン

ター（7/5～11開催）に

RNNより、参加者１名、

講師１名。記念出版『は

ばたけ！ＮＧＯ ・ＮＰＯ』

（中国新聞社発行）の販

売促進（98年５月）≫

▲7月トピアの会･スタ

ディーツアー（訪問先：　ﾀﾞ｀’

スリランカ）に参加≪現

地RNNメンバーの主催する施設を訪

問・視察、RNNより２団体が参加≫

▲８月比叡山宗教サミット10周年記

念｢世界宗教者平和の祈りの集い｣(於

京都市)にて提言≪｢宗教協力と世界

平和｣部会にて｢宗教対話の歴史と未

来｣と題して≫

▲10月北朝鮮への緊急救援≪SVA(曹

洞宗国際ボランティア会一当時)の要

請を受け､金光教平和活動センターが

担当窓口となり対応｡全国20ヵ所の集

積地に寄せられた計78tの物資の内、

13t強が岡山(主に金光教)。義援金60

万円。 11月までに３回に分けて、現地

(ピョンサン郡､ウオンサン郡等)に届

けられた(担当者の現地調査も実施さ



上

下

'96

'98

雲南省大地震救援物資搬送

フィリピンスタディツアー

　　れ、12月に報告会が聞かれた）≫

　　▲10月「第２回人道援助宗教NGO会

　　議」（［’97おかやま国際貢献ＮＧＯサ

　　ミット］の分科会として）開催≪スリ

　　ランカの農村開発運動「サルボダヤ・

　　シュラマダーナ運動」の指導者ヴィン

　　ヤ・アーリヤラトナ氏による活動報

　　告、及び“宗教NGO”について自由討

　　論等。会議レポート（会議記録）第２

●リ作成（98年７月発行）≫

｀　▲10月「万国宗教会議」（於米国・シ

　　カゴ）にて提言≪（万国宗教会議百年

　　記念大会バ1998･シカゴ）推進のため

　　の次回会議（1999年・南ア）の草案起

　　草委員会≫

　　▲11月あいりん地区（大阪西成区釜

　　ｹ崎）への衣料lり1救援≪カトリック岡

　　由教会が担当窓口≫

　　【1998】

　　▲1月第１回RNNスタディーツアー

　　（訪問先：フィリピン）を実施≪1/26

　　～30実施。４団体より８名参加。オリ

　　ジナルＴシャツ作製･販売促進、報告

　　書完成≫

　　▲７月第１回RNNボランティア講座

●開催（公開講演会）開催≪講師:ソル･

　　バルベロ（第１回ＲＮＮスタディーツ

　　アーで訪問した、フィリピンのスト

　　リート･チルドレンの保護と教育に取

　　り組む「カンルンガン･サ･エルマ」施

　　設長）。併せて宗教NGOの役割につい

　　てパネル・ディスカッション≫

　　▲7月［パプアニューギニア津波］披

　　災者救援募金≪義援金159､000円を

　　AMDAに委託≫

　　▲10月「JFC（日比国際児）ミュージ

　　カル開催」≪日本人の父親とフィリピ

　　ン人の母親との間に生れたJFCを支援

　　するNGOrDAWNフィリピン女性移

　　住労働者支援の会」（本部：マニラ／

　　「第１回RNNスタディーツアー」にて

　　訪問）主催の支援ミュージカル。義援

　　金31万円を寄付≫

▲１１月｢第３回人道援助宗教　，
………,……………………………………,………,………,……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・廸四'：…………………，・

ＮＧＯ会議｣(｢'98おかやま国際77閃閃ﾋﾞ1…………'………'.‾｀……゜二

貢献NGOサミット」の分科会

として）開催≪RNNの活動報

１

告、課題と構想を協議。会議レブ］

ポーU会議記録）第３号作成悶

（89年11月発行）会議記録ビデ　゛゛

オ作成・販売≫　　　　　　　　

SI

▲11月「レーナ・マリアコン上

サート」共催（「おかやま国際貢」

献NGOサミット］5周年記念令

業としてライブ・ビデオを作　………

成・販売）　　　　　　　　　　

ｉ

【1999】

▲2月「コロンビア大地震」被

災者救援募金≪義援金290,800

円をAMDAに委託≫

▲3月「アフガニスタン震災」被

災者救援募金≪義援金60,000円

をAMDAに委託≫

▲4月「コソボ難民」救援募金≪義援

金237,728円をＡＭＤＡに委託≫

▲４月第２回RNNボランティア講座

（公開講演会）開催≪講師:シロガマ・

ヴィマラ比丘（マヒンダ社会福祉セン

ター理事長。第１回と第３回の人道援

助宗教NGO会議に出席）≫

▲9月「トルコ西部地震」被災者救援

募金≪義援金1,462,013円をAMDAに

委託≫

▲10月「JFCミュージカル99」開催

≪前年に続いて共催。岡山県内４ヵ所

で開催。義援金（現在集計中）寄付≫

▲10月「世界連邦岡山宗教者大会」で

活動報告

▲11月「台湾大地震」被災者救援募

金≪義援金3,177,178円をAMDAに委

託≫

▲12月「万国宗教会議」（於南アフ

リカ・ケープタウン）にて提旨≪「神

道の基本的視座」の発表において≫

▲12月「第４回人道援助宗教NGO会

議」（「’99おかやま国際貢献ＮＧＯサ

ミット」の分科会として）開催≪RNN

活動報告、「万国宗教会議」報告≫

▲現在RNNボランティア講座の定期

開催を計画中／ホームページ開設

（http://www.mn-center.org.）準備中/

RNN広報誌「そよかぜ」の定期発行／

定例会議（毎月１回）開催（99年11月

時点で45回開催）／緊急救援等への迅

速対応のため、郵便振替口座を開設

●加入者名:RNN

　口座番号:01310 － 9 － 63933

　（同通信欄には送金目的を明記）
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岡
山
市
に
本
部
を
置
く

国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ｊ
－
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
－
ト

－
－
Ｉ
Ｆ
ｒ
ｌ
―
－
ト
ー
ー
ー
¶
－

団
体
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
今
年
、

設
立
十
五
年
を
迎
え
た
。

―
タ
ー

［
顎
が
見
え
な
い
］

と
批

判
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
日

―
Ｉ
－
－
―
－
－
－
Ｉ
―
Ｉ

―
－
－
ｆ
－
―
Ｉ
Ｉ
ｆ
－
―
－

本
の
国
際
貢
献
だ
が
、
非

政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の

立
場
か
ら
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
地

道
に
続
け
て
き
た
活
動

は
、
す
で
に
世
界
的
四
十

五
力
国
に
及
ぶ
。
十
日
か

ら
岡
山
県
内
で
開
か
れ
る

Ｉ
－
―
―
Ｆ
－
―
Ｉ
Ｌ

　
「
第
六
回
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ

ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
－
Ｆ
ｒ
－
－
－
－
－
－
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ト
」
を
前
に
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
足
跡
を
た
ど
り
、

国
際

Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
―
－
―
ｉ
－

貢
献
の
今
後
を
探
る
。

『

た
。

　
今
で
は
日
本
の
ほ
か
イ
ン
ド

や
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
二
十
五
の

国
と
地
域
に
支
部
や
事
務
所

を
持
つ
組
織
に
発
展
。
会
員

も
国
内
で
約
千
五
百
人
、
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
今
年
４
月
、
コ
ソ
ボ
紛
争
一

　
岡
山
市
楢
津
に
あ
る
Ａ
Ｍ
　
こ
の
一
年
だ
け
で
も
、
一
　
　
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
雑
然

Ｄ
Ａ
本
部
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
（
ス
月
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
地
震
を
　
に
対
し
緊
急
救
援
活
動
を
Ｉ

イ
ス
）
の
国
連
機
関
か
ら
毎
は
じ
め
、
八
月
ト
ル
コ
大
地
　
一
行
い
、
診
療
に
当
た
る
Ａ
ｙ

日
届
く
難
民
情
報
の
フ
ァ
ク
震
、
九
月
東
テ
ィ
モ
ー
ル
紛
一
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
医
師
ド
ア
ル
バ

ス
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
争
、
台
湾
大
地
震
、
十
一
月
ご
ア
北
東
部
ク
ケ
ス
、
Ａ

Ｉ
ム
ペ
犬
ン
な
ど
に
ス
タ
ッ

フ
が
目
を
凝
ら
す
。

イ
ン
ド
の
サ
イ
ク
ロ
ン
、
ベ
　
ー
Ｍ
Ｄ
Ａ
提
供

ト
ナ
ム
大
洪
水
。
瞬
発
的
に

現
地
で
診
療
活
動
を
展
開
す

る
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
に

は
目
を
見
張
る
。

　
■
活
発
な
活
動

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
設
立
は
一
九

　
派
遣
の
対
象
と
な
る
の
業
医
・
菅
波
茂
医
師
（
五
二
）
が

は
、
一
般
人
の
死
者
が
百
人
ア
ジ
ア
の
医
師
に
呼
び
掛
け

を
超
え
る
よ
う
な
自
然
災
害
て
作
っ
た
「
ア
ジ
ア
医
学
生

や
紛
争
な
ど
。
一
人
で
も
多
国
際
会
議
」
を
前
身
に
、
ア

く
の
人
命
を
救
う
た
め
、
七
ジ
ア
で
の
医
療
救
援
活
動
を

十
二
時
間
以
内
の
診
療
開
始
目
指
し
、
「
ア
ジ
ア
医
師
達

を
原
則
と
す
る
。
　
　
　
　
絡
協
議
会
と
し
て
誕
生
し

ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
国
を
拒
否
さ
れ
た
。

■
綱
　
渡
　
り
　
　
即
座
に
緊
急
派
遣
に
応
じ
ら

　
［
だ
が
、
医
者
と
し
て
困
た
。

っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
ど
　
　
　
　
　
ヽ

品
国
゜
人
で
あ
ろ
う
と
何

■
地
球
規
模

と
か
し
て
助
け
た
い
」
。
約
　
緊
急
救
援
を
行
う
地
域

十
年
前
か
ら
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
は
、
現
地
政
府
や
国
際
的
な

動
に
参
加
し
て
い
る
三
宅
和
救
援
活
動
が
ま
だ
始
ま
っ
て

久
医
師
（
三
七
）
＝
岡
山
市
津
島
い
な
か
っ
た
り
、
救
援
の
手

ＮＧＯへの理解深まる
本
町
口
ぃ
が
話
が
届
か
な
い
地
域
も
多
い
。

す
よ
う
に
、
　
「
マ
ラ
リ
ア
な
ど
風
土
病
や

一
人
一
人
の
二
次
災
害
と
い
っ
た
危
険
も

強
い
ボ
ラ
ン
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
は
ま
さ
に

テ
ィ
ア
意
識
命
懸
け
」
と
会
員
情
報
局
を

が
活
動
を
支
担
当
す
る
小
池
彰
和
さ
ん

え
て
い
る
。
（
六
八
）
。

　
今
年
四
月
　
日
本
か
ら
の
一
方
的
な
救

の
コ
ソ
ボ
紛
援
で
は
な
く
、
い
つ
で
も
ど

争
で
は
、
日
こ
の
場
所
か
ら
で
も
緊
急
救

本
政
府
に
先
後
活
動
が
行
え
る
地
球
規
模

駆
け
て
難
民
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

キ
ャ
ン
プ
に
が
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
目
標
。
こ

入
り
、
診
療
の
た
め
、
緊
急
時
に
即
座
に

活
動
を
始
め
対
応
で
き
る
よ
う
各
国
の
医

た
。
政
治
や
師
で
組
織
す
る
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

国
境
に
と
ら
多
国
籍
医
師
団
」
や
、
各
国

わ
れ
な
い
Ｎ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ｇ
Ｏ
の
役
割
づ
く
り
も
進
め
て
い
る
。

を
再
認
識
さ
　
三
宅
医
師
は
「
で
き
る
範

せ
、
外
務
省
の
民
間
援
助
支
囲
の
こ
と
を
積
み
重
ね
る
。

れ
る
医
師
の
確
保
は
綱
茂
り
。
後
室
も
「
国
民
の
間
で
も
Ｎ

募
金
や
寄
付
頼
み
の
活
動
資
金
Ｇ
Ｏ
の
活
動
に
対
す
る
理
解

は
、
国
内
で
報
道
さ
れ
ず
一
般
が
一
気
に
深
ま
っ
た
」
と
評

の
人
の
目
に
触
れ
な
い
地
域
で
価
。
こ
れ
ま
で
対
象
外
だ
っ

の
活
動
に
対
し
て
は
、
調
達
に
た
緊
急
援
助
活
動
に
も
国
の

苦
労
す
る
と
い
う
。
　
　
　
　
補
助
金
を
出
す
道
を
開
い

そ
れ
が
重
要
】
と
話
す
。
一

人
ひ
と
り
の
小
さ
な
意
識
と

行
動
が
活
動
の
輪
を
広
げ
、

大
き
な
国
際
貢
献
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。
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界
全
体
で
は
約
二
千
人
を
数

え
る
。

　
緊
急
救
援
活
動
は
、
九
〇
年

代
以
降
、
活
発
化
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
墳
火
に
よ

る
被
災
者
救
援
完
二
年
）
、

一
人
ひ
血
止
儒
官
宛

ソ
マ
リ
ア
難
民
救
援
（
九
三

年
）
、
ル
ワ
ン
ダ
難
民
政
策
九

四
年
）
と
毎
年
、
医
療
チ
ー
ム
　
数
多
く
の
救
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

を
派
遣
し
て
負
傷
者
ら
の
手
ト
を
展
開
す
る
が
、
順
風
満
帆

当
て
に
当
た
る
。
実
績
を
積
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
九
五

み
重
ね
る
中
、
九
五
年
五
月
年
の
ロ
シ
ア
・
サ
ハ
リ
ン
大
地

に
は
国
運
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
認
定
さ
れ
震
で
は
、
受
け
入
れ
る
側
の
理

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
解
か
得
ら
れ
ず
、
空
港
で
一
晩
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国
内
外
の
災
害
被
災
地
に
速
世
界
各
地
で
積
み
重
ね
て
い

や
か
に
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣
る
。

し
、
傷
つ
い
た
住
民
の
手
当
て

に
当
た
る
Ｉ
。
そ
の
瞬
発
力
、
　
　

■
定
　
　
　
着

行
動
力
は
、
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
　
九
七
年
、
新
た
な
長
期
支
援

テ
ィ
ア
団
体
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
策
が
加
わ
っ
た
。
発
展
途
上
国

都
・
岡
山
市
楢
津
）
を
象
微
す
の
貧
し
い
層
を
対
象
に
、
医
療
、

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
、
経
済
の
面
で
住
民
の
自

　
「
実
は
緊
急
救
援
は
活
動
員
立
を
促
す
活
動
だ
。
「
Ａ
Ｂ
Ｃ

金
ベ
ー
ス
で
見
た
場
合
、
全
体
　
（
ア
ム
ダ
・
バ
ン
ク
・
コ
ン
プ

の
二
割
程
度
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
レ
ッ
ク
ス
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

維
持
や
乳
幼
児
の
死
亡
率
低

下
を
目
指
す
。
教
育
は
ミ
シ

ン
な
ど
を
使
っ
た
職
業
訓
練

を
行
い
、
経
済
面
で
は
小
規

模
な
融
資
を
手
掛
け
る
。

　
緊
急
救
援
は
、
洪
水
な
ど

の
自
然
災
害
時
が
二
週
間
か

ら
Ｉ
カ
月
、
紛
争
な
ど
の
人

的
災
害
時
が
お
お
む
ね
数
力

月
で
終
了
す
る
。
だ
が
、
Ａ

Ｂ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
息
の

大
半
は
、
途
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
い
仕
事
と
な
る
。

国
な
ど
の
衛
生
　
　
　
　
i
l
S
l
j
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
救
援
チ
ー
ム
が
引
き
揚

改
善
や
圭
低
能
　

曹

雍

皿
ｇ
ｙ
＼
り
　

げ
た
後
の
こ
言
考
弓
援

力
向
上
に
向
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肋
漬
け
″
に
す
る
の
で
は
な

た
長
期
的
な
藁
盤
づ
く
り
に
注

が
れ
て
い
ま
す
」

　
本
部
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

を
担
当
す
る
岡
安
利
治
さ
ん

（
三
一
）
は
力
を
込
め
る
。

　
イ
ン
ド
で
の
無
医
地
区
巡
回

診
療
（
一
九
八
八
年
）
、
ネ
パ

ー
ル
の
地
域
保
健
推
進
（
九
一

年
）
、
ル
ワ
ン
ダ
の
病
院
再
建

　
兄
四
年
）
・
…
華
々
し
い
緊

急
救
援
と
は
異
な
る
地
道
な
叉

援
を
、
八
四
年
の
設
立
以
来
、

霊
順
順
参
詣
首
長
朧

と
呼
ば
れ
、
ケ
ニ
ア
、
ル
ワ
ン
　
く
、
多
彩
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で

ダ
、
ウ
ガ
ン
ダ
な
ど
で
ス
タ
ー
自
立
を
叉
援
す
る
」

ト
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
安
さ
ん
は
同
プ
ロ
ジ
ェ

　
医
療
面
は
衛
生
教
育
が
柱
。
ク
ト
の
意
義
を
話
し
、
開
始

現
地
の
ス
タ
ッ
フ
が
日
常
生
活
か
ら
二
年
た
っ
た
現
状
を

や
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
感
染
症
防
　
「
試
行
錯
誤
も
あ
っ
た
が
、

止
策
を
指
導
し
、
住
民
の
健
康
定
着
し
つ
つ
あ
る
」
と
位
置

争

付
け
る
。

　
■
施
設
建
設

ガ
ン
ダ
で
進
行
。
ネ
パ
ー
ル

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
ウ
ガ
ン
ダ
で

実
施
し
て
い
る
ミ
シ
ン
を

使
っ
た
職
業
訓
練
。
自
立

に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
各
地
で
進
む
口
口
今
年
３

月
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
提
供

経済息長く教育、ｊ医療、
　
　
　
「
ミ
ャ
ン

　
マ
ー
で
は
、

　
医
療
施
設
や

　
医
薬
品
が
慢

　
性
的
に
不
足

　
し
て
い
る
。

　
国
の
将
来
の

　
た
め
に
も
、

　
次
代
を
担
う

　
子
ど
も
た
ち

　
の
た
め
の
医

　
療
施
設
を
つ

　
く
り
、
継
続

　
的
な
援
助
を

　
行
う
こ
と
が

　
求
め
ら
れ
て

　
い
た
」

　
　
同
国
で
九

　
六
年
か
ら
翌

　
年
に
か
け
て

　
巡
回
診
療
を

岡
山
病
院
（
岡

に
は
昨
年
秋
、
子
ど
も
病
院
山
市
南
方
）
小
児
外
科
の
吉

が
建
設
さ
れ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
岡
秀
人
医
師
（
三
四
）
は
、
こ
う

自
立
的
な
医
療
活
動
の
展
に
は
今
年
十
一
月
、
六
十
床
指
摘
す
る
。

力
向
上
を
目
指
す
研
修
受
け
入

れ
や
、
ア
フ
リ
カ
で
の
農
業
支

援
、
岡
山
県
と
共
同
で
進
め
る

中
国
・
江
西
省
の
環
境
改
善
な

ど
、
多
彩
な
事
業
を
通
じ
た
国

際
貢
献
を
展
開
す
る
。

　
■
人
間
尊
重

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
取
り
組
み
、
国

際
協
力
の
精
神
は
、
地
域
に
も

徐
々
に
浸
透
す
る
。
そ
の
活
躍

に
刺
激
さ
れ
た
市
民
ら
が
集
ま

り
、
世
界
に
発
信
で
き
る
街
づ

く
り
を
目
指
し
て
九
四
年
か
ら

毎
年
、
岡
山
県
内
で
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ

サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
い
て
い
る
。

　
主
催
す
る
「
国
際
貢
献
ト
ピ

ア
岡
山
構
想
を
推
進
す
る
会
」

　
（
ト
ピ
ア
の
会
）
の
藤
木
茂
彦

事
務
局
長
は
「
小
学
生
に
よ
る

国
際
姉
妹
校
縁
組
や
宗
教
書
同

士
の
人
道
援
助
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
ど
が
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
相
次
い

で
誕
生
し
、
国
際
貢
献
へ
の
市

民
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
」

と
、
地
域
の
国
際
化
の
基
盤
づ

く
り
に
手
ご
た
え
を
話
す
。

　
医
療
、
教
育
、
宗
教
、
環
境
、

福
祉
と
、
岡
山
県
の
精
神
風
上

に
基
づ
い
て
回
を
重
ね
て
き
た

Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
。
六
回
目
は

「
人
間
尊
重
」
を
総
合
テ
ー
マ

開
に
向
け
て
、
小
児
医
療
の
の
入
院
施
設
や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
集
　
こ
の
ほ
か
、
海
外
か
ら
医
に
、
十
日
か
ら
岡
山
県
内
各
地

施
設
を
建
設
す
る
運
動
も
ネ
中
治
療
室
）
を
備
え
た
小
児
師
を
招
き
、
日
本
国
内
の
病
で
国
際
会
議
や
市
民
交
流
を
繰

パ
ー
ル
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ウ
病
棟
が
完
成
し
た
。
　
　
　
院
や
保
健
医
療
施
設
で
技
術
り
広
げ
る
。

●
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　医療を軸にした国際民間援助団体ｌ岡山市に本部を置き、同様に医療を

「国境なき医師団」（本部・フラン１通じたＮＧＯとして15年の歴史を重

ス）が今年のノーベル平和貪に決まいりてきたＡＭＤＡの菅波茂代表に、

った。世界各地で災害や紛争が多発ＩＡＭＤＡの目指す活動や地域の国際

する巾で医療ＮＧＯ（非政府組織）｜貢献の在り方などを聞いた。

の重要性があらためて認知された。　ｉ

菅波茂代表に聞く
　
―
発
展
途
上
国
へ
の
支
援
を

中
心
に
、
国
境
を
超
え
て
繰
り

広
げ
ら
れ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動

を
支
え
て
い
る
も
の
は
。

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
十
五
年
の
取

り
組
み
は
、
多
様
性
の
共
存
へ

の
挑
戦
と
い
え
る
。
多
言
語
、

吻

　
－
支
部
は
世
界
各
地
に
広

が
り
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
の

す
そ
野
は
広
が
っ
て
い
る
。

支
部
の
果
た
す
役
割
は
。

　
「
現
在
、
ア
ジ
ア
を
中
心

に
世
界
各
地
に
二
十
五
の
支

部
を
設
け
、
海
外
の
会
員
も

多
文
化
、
多
宗
教
の
人
々
が
平
増
え
て
い
る
。
万
一
、
災
害

和
と
い
う
同
じ
目
標
に
向
か
い
が
発
生
し
た
際
に
は
、
国
内

汗
を
流
す
。
そ
の
た
め
に
は
互
か
ら
も
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
派

い
に
尊
敬
し
、
信
頼
し
合
う
こ
　
遺
す
る
が
、
現
地
の
支
部
が

と
が
重
要
だ
が
、
尊
敬
と
信
頼
主
導
的
役
割
を
担
う
ざ
Ｉ

は
、
と
も
に
苦
労
す
る
行
動
の
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
〃
を

中
で
し
か
生
ま
れ
な
い
。
平
和
原
則
と
し
て
い
る
。
支
部
の

を
阻
害
す
る
要
因
で
あ
る
戦
広
が
り
こ
そ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
大

争
、
災
害
、
貧
困
に
対
し
て
さ
き
な
成
果
の
一
つ
で
、
来
年

ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
中
に
も
三
十
に
増
や
し
、
世

開
し
、
行
動
を
通
じ
て
尊
敬
と
界
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
完

信
頼
の
獲
得
を
目
指
し
て
き
成
さ
せ
た
い
」

た
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
国
際
舞
台
で
の
活
発
な

ｉ　すがなみ・しげる　昭和51年、岡山大

に大学院医学研究科修了。同大医学部第一

:、内科に入り、岡山市内の病院勤務などを

１経て同56年、同市内に内科医院を開業。

リ司59年、ＡＭＤＡ代表。広島県神辺町出

｜身。52歳。

　
　
「
条
例
を
つ
く
っ
て
地
域
の

国
際
化
を
進
め
る
岡
山
県
加
茂

川
町
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

事
故
の
後
遺
症
に
悩
む
子
供
を

受
け
入
れ
る
岡
山
県
哲
多
町
、

草
の
根
の
民
間
外
交
推
進

活
動
を
続
け
る
中
、
本
部
を
働
団
体
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
車
い
す
駅
伝
で
国
際
交
流
を
行

岡
山
に
置
い
て
い
る
こ
と
の
グ
ル
ー
プ
が
動
き
、
ボ
ラ
ン
う
津
山
市
な
ど
、
国
際
貢
献
の

意
味
は
ど
う
か
。

　
　
「
平
成
七
年
一
月
の
阪
神

淡
路
大
震
災
、
あ
の
時
の
岡

山
県
民
挙
げ
て
の
救
援
活
動

に
、
岡
山
と
い
う
土
地
の
人

道
援
助
に
対
す
る
熱
い
思
い

を
あ
ら
た
め
て
確
信
し
た
。

市
民
団
体
や
宗
教
団
体
、
労

ブ
に
対
し
て
東
の
岡
山
に
な

れ
る
。
そ
の
理
想
に
向
け
て
、

一
村
一
品
な
ら
ぬ
″
一
村
一

人
道
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
♪

を
提
案
し
た
い
」

　
－
国
際
貢
献
と
い
う
言
葉

の
浸
透
に
歩
調
を
合
わ
せ
て

市
民
権
を
得
て
き
た
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
、
二
十
一
世
紀
に
向
け

た
在
り
方
は
。

　
「
設
立
以
後
、
苦
労
す
る

こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
支
援

し
て
く
れ
る
人
も
多
か
っ

た
。
草
の
根
の
民
間
外
交
を

旗
印
に
、
な
ん
と
か
十
五
年

や
っ
て
こ
れ
た
と
い
う
の
が

実
感
だ
。
特
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
共
通

の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
が
、
財

源
の
確
保
は
今
な
お
大
き
な

課
題
だ
。
『
国
境
な
き
医
師

団
』
の
ノ
ー
ペ
ル
平
和
貧
受

賞
は
、
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
評
価

さ
れ
た
と
い
う
面
で
は
素
晴

ら
し
い
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
も
、
活

テ
ィ
ア
精
神
が
最
大
限
に
発
輪
が
自
治
体
レ
ペ
ル
に
広
が
っ
　
動
を
よ
り
幅
広
く
理
解
し
て

揮
さ
れ
た
。
東
京
な
ど
他
の
て
い
る
。
こ
れ
は
一
番
の
財
産
も
ら
い
、
参
加
し
て
も
ら
う

都
市
に
は
な
い
ク
弱
者
に
対
だ
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
の
積
み
こ
と
で
、
活
動
を
強
化
し
て

す
る
共
鳴
を
実
感
し
た
」
　
　
重
ね
や
地
域
お
こ
し
の
観
点
か
　
い
き
た
い
」

　
－
国
際
貢
献
に
対
す
る
地
ら
も
国
際
貢
献
の
思
想
が
徐
々

域
の
取
り
組
み
も
広
が
っ
て
に
浸
透
し
て
い
る
。
岡
山
が
世

い
る
。
今
後
の
地
域
の
国
際
界
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
都
市
に

化
の
在
り
方
は
。
　
　
　
　
　
な
っ
た
と
き
、
西
の
ジ
ュ
ネ
ー

　
こ
の
連
載
は
社
会
部
・
中

田
秀
哉
、
日
向
一
宇
が
担
当

し
ま
し
た
。



　ハイジャック機が4度目に着陸して

から､私は少し目隠しを動かし時計を

見ることができた｡ネパール時間午前

9時10分だった｡機体のドアも窓も閉

められ、機内は静寂に包まれていた。

私達はどこにいるかもわからなかっ

た｡私は機体は間もなく離陸するだろ

うと思っていた。しかしそれは起こら

ず、着陸約1時間後女性達の目隠しは

外された。私は12月24日午前11時に

自宅で昼食をとってから、その後何も

食べていなかったので､腹が減り、喉

が渇いていた。

すと叫んでいた｡私は恐怖のあまり何

か起こっているのか理解できなかっ

た。私達は会話を禁ILされていたの

で､私はハイジャック期間中妻と言葉

を交わすことができなかった。

　現地時間12月25日午後２時頃、ハ

イジャッカーは私達に目隠しを外し、

トイレヘ行きたい人は手を上げるよう

言われた。ハイジャック後初めて少量

の水と食事(ご飯と豆)が配られた｡同

日、私達はハイジャッカーがお互いを

バーガー、ドクター、ボーラ、シャン
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ハイジャックに遭遇したＡＭＤＡのスタッフ

　８日間にわたって人質を拘束したインド航空814使の

ハイジャック事件は1999年の大晦日の夜テロリスト達

が人質を解放し終わりを告げた｡AMDAパキスタン代表

のMr.Sanjay Dhitalと新妻のRojinaは不運にもその機上

にいた｡Sanjayの家族はニューデリー経由でパキスタン

にある彼らの新家へ帰国中だった｡ハイジャックされた

機は最初にインドのパンジャブ州Amritsarへ着陸レそ

の後給油のためにパキスタンのパンジャブ州つホーレヘ

短時間着陸し、その後アブダビで一泊した後、アフガニ

スタンのカンダハール州に着陸した。

　この凍りつくような期回申、AMDA本部はSanJayの

家族を含めた乗客全員の無事について情報を入手するた

めに最善を尽＜しか。私達は幸運にもAMDAインター

　　SarljayDhital

AMDAパキスタン代表

ナショナルの名誉顧問

であるアフガニスタン

の厚生大臣のH.E.Mullah

Mohammad Abassに連

絡を取ることができた。

そして大臣にカンダ

ハールでの事態の成り

行きについて情報の提

H.E.MullahMohammad
　　　　　厚生大臣

供を依頼した。８日問ずっと１日３回、日本のAMDA

本部からの電話に忍耐強＜対応して下さった大臣に大

変感謝している。私達は大臣の努力とご苦労に対し、

感謝の意を表現できる十分な言葉すら見つからない。

私達はSanjayに彼の体験談を読者の皆様にお知らせし

た＜執筆を依頼した。

ハイジャックに遭遇して

　1999年12月24目、IC814便は現地

時間午後4時30分カトマンズのトリブ

ヴァン国際空港を飛び立った｡新婚の

私と妻はパキスタンのペシャワールヘ

向かっていた。デリー空港で二時間の

待時間があり、PIA使のラホール経由

で同日ペシャワールヘ到着予定だっ

た。

　5時過ぎ夕食が配られた直後、突然

“顔を伏せろ､動くな"と叫ぶ大声が耳

に入った。私は周りを見ると３人の覆

面男が乗客を指差しながら頭を下げろ

Mr.Sanjay Dhital AMDAパキスタン代表

　　　　　　翻訳　藤井倭文子

と命令していた。私はその中の２人が

小さなピストルを于･にし、もう１人が

手榴弾のような物を持っているのを見

た。彼等は機内を走り回りながら乗客

に“顔を伏せろ”と強要していた。私

と妻は食事を止め、頭を膝の上におく

体勢をとった。すると３人の中1人が、

我々はこの飛行機をハイジャックした

ので、乗客にそのままの状態で、周り

を見まわしたり、話したり、動かぬよ

う命令した。しばらくしてコックピッ

トから、機長が私達はハイジャックさ

れたので､乗客の皆さんは冷静にハイ

ジャッカーの指示に従うよう放送し

た。放送直後、ハイジャッカーは乗客

に目隠しをするよう求め、ステュワー

デスが各乗客をまわり目隠しをした。

ヘッドレスト（座席の頭部）の白い布

カバーが目隠しのために使用された。

　飛行機はどこかに初めて着陸し、し

ばらくして離陸した。同様な離着陸が

４度目の着陸まで繰り返された。我々

はハイジャッカーの動きや、“静かに

しろ、動くな、目隠しを外すな”とい

う警告を耳にした。彼らは、もし誰か

が命令に背くなら男女を問わず撃ち殺
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カール､チーフと呼んでいるのを聞い

た。

　食事後、男性乗客は再び目隠しを

し､頭を膝の上におく体勢をとるよう

言われた。夕方ハイジャッカーの１人

がハンドマイクで彼らはカシミール系

イスラム教徒で､インド政府にある要

求を出していると告げた｡彼はその要

求については話さず､もしインド政府

が彼等の要求を受け入れるなら、乗客

の誰にも危害を加えないと伝えた。も

し彼等の要求が却下されるなら､全乗

客の生存は無いと言った｡それを間い

て私は大変怖かった。なぜなら、私は

もし彼等がカシミール（インド･パキ

スタン北部の地方で､1947年以降両国

間の係争地）に属しているなら、イン

ド政府が要求に応じられない位の大問

題かも知れないと思った。その時私

は､ハイジャッカーはインド政府に誘

拐､殺人、ハイジャック等の非常に深

刻な刑事事件で服役中の犯罪者の釈放

を要求しているのかも知れないと思っ

た｡私が恐れたことはインド政府はそ

の様な犯罪者の釈放をいかなる理由に

せよ拒絶し、最終的には、私達全員が

殺されるだろうと思った。

　12月26日から１日2回の食事が出さ

れ､食事内容はアフガン製のパンと煮

豆、またはシリアル（朝食用オートミ

ール・コーンフレークの類）かご飯の

みだった｡食事と一緒に水がほんの少

量出された｡食事はスチューワデスに

よって配られた｡私は夜非常に喉が渇

いた。我慢出来なくなったのでぃハイ

ジャッカーの1人に何か飲物が欲しい

と頼んだ｡苦い炭酸飲料水を少量くれ

た｡私はその少量の飲料水を少し飲み

残りを妻に飲ませた。この間中、私達

はハイジャッカーにしきりに脅され

た｡彼等は国際機関やインド政府のい

ずれからも何の返答もないと言ってい

た。それゆえ、私は、私達は間もなく

殺されるかも知れないと思った。

　12月27日の夕刻、ハイジャッカー

の1人がイスラマバードの国連代表者

と数人の西側外交官の到着を告げた。

同日夜､私達は機長からハイジャッカ

ーとインド政府代表者による交渉が開

始したことを告げられた｡機長は乗客
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に早期解放の実現を神に祈るよう示唆

した。この機内放送の後、私達は食事

と水が配られ､男性乗客もハイジャッ

ク後初めて食事以外の時にも目隠しを

外すよう告げられた｡その後ハイジャ

ッカーは乗客に２つの関係グループに

よる交渉が始まったので､心配をしな

いよう告げた｡そしてハイジャッカー

は私達に元気をだして希望をもつ様に

と言った。また、雑談をしたり、詩を

口ずさむ等勧めた｡ハイジャッカー自

身冗談を言ったり、詩を口ずさんだ。

情況がすっかり変わった｡飛行機がハ

イジャックされてから初めて私は妻と

言葉を交わした。

　12月28日、この日も私達は雑談を

したり､詩等を口ずさむことを許され

た。皆少しリラックスし、無事に帰国

できることに希望をもった｡午前11時

頃その日初めての食事が配られた｡私

達は平穏な日を過ごした。しかし、午

前11時以降食事も水も配られなかっ

た。夜になっても何も配られなかっ

た。私は過去3日間ためていたわずか

ばかりのパンを目にした｡妻は何も食

べなかった｡私達は飲物を持っていな

かった。妻は夜喉が渇いた。私は妻に

すごく喉が渇いているかと尋ねると、

妻はそんなことは無いと言った。しか

し私は妻が我慢していることを知って

いた｡私はハイジャッカーの所へ行き

飲物を要求した｡彼は缶入りビール以

外何も飲物はないと答えた。私は1缶

もらい妻にあげた｡妻は今まで一度も

ビールを口にしたことはなかったが、

ロサンゼルスタイムスから

その時は少し口にした｡私は妻を大変

可哀想に思った。

　12月29日午後1時頃､食事が配られ

た。私達は１日中冗談を言って過ごし

た。夜9時半頃、その日２度目の食事

が配られた｡それはかなりまともな食

事だった。きれいな弁当箱に詰められ

た特別なパキスタン料理だった。

　12月30日朝8時半頃､バーガーと呼

ばれているハイジャッカーの1人がハ

ンドマイクで私達を起こした｡彼はイ

ンド政府が彼等の要求を完全に拒絶し

たので､ハイジャッカーとインド政府

間との交渉は前夜決裂したと告げた。

その上彼は､ハイジャッカーは乗客全

員を撃ち殺すつもりだと付け加えた。

彼等は誰１人も釈放しないし、１人も

生存することはないとも言った｡彼は

もし誰かが叫んだり慈悲を乞うなら

ば、その人が（男女を問わず）１番に

彼等の標的にされることを告げた｡彼

は乗客にこの世で息をする時間は後少

ししかないので最後にもう一度神に祈

りを捧げるよう告げた。このような残

酷な声明を耳にして､乗客全員がおび

えきっているように見えた｡私は全身

から血の気が引く思いだった｡私は生

存への望みの全てを失った｡その時妻

は私に赤いアイライナーを渡し､彼女

の額にティカをつけるよう頼んだ。ヒ

ンドゥー女性教徒の額の赤いティカは

その女性が既婚者であることを示して

いる。私はその瞬間、妻もまた私達の

生存のチャンスは無いと確信し、ヒン
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ドウー女性教徒で結婚している証の赤

いティカをつけて死にたいと思ってい

ることを感じた。もう私は抵抗する気

力もなく涙が止めどなく頬を伝わっ

た。その時が私にとって８日間にわた

るハイジャック機内での最悪の瞬間だ

った。私達は約4時間非常に緊迫した

時を過ごした。ハイジャッカーの1人

がピストルを持っていつでも発砲でき

るよう乗客の前に立っていた。

　　　　午後２時頃、そのハイジャッカーは

　　　タリバン政府の最高指導者がハイジャ

　　　ッカーとインド派遣団にもう一度交渉

　　　を開始するよう要求していることを告

　　　げた｡ハイジャッカーはまたタリバン

　　　指導者を深く尊敬していることも付け

　　　加えた。それゆえ、ハイジャッカーは

●タリバン最高指導者の謙虚な中し出を

　　　拒絶できず、交渉は再開された。彼は

　　　また全ての乗客が開放されるよう交渉

　　　が成功することに期待しようとも言っ

　　　た。その発表の約2時間後、同じハイ

　　　ジャッカーが両者間の交渉の8割は成

　　　功していると知らせた｡別のハイジャ

　　　ッカーが交渉が成功裡に終結した事を

　　　告げた。その瞬間私達乗客は皆､悦び

　　　に包まれていた｡そして生まれ変わっ

　　　たと実感した。

　　　　12月30日の夜、ハイジャッカーの

　　　１人が乗客に相談を持ちかけてきた、

　　　つまり、双方を改めて再交渉へと導い

　　　たタリバン政府の偉大な貢献に対しど

　　　のように感謝の意を示すかと言う事だ

　　　った。その結果、全乗客から寄付を集
●め、タリバン政府の最高指導者へ金張

　　　りの飛行機の模型を贈呈することに全

　　　員同意した｡模型飛行機を準備するに

　　　充分な総額約７万１千IC（約17万円）

　　　が集まった｡ハイジャッカーと乗客間

　　　で残額の使用方について再度話し合っ

　　　た。その結果、カンダハールの病院の

　　　１つに医薬品を寄付する事が決定し

　　　た｡乗客とハイジャッカーは私にタリ

　　　バン最高指導者への模型飛行機の贈呈

　　　と病院への医薬品の寄付を委ねてき

　　　た。私はデリーの２人のインド人に模

　　　型飛行機代とペシャワールの私までの

　　　DHL宅配使代として２万IC（約４万８

　　　千円）を手渡した。しかし私達がデリ

　　　ー空港に到着すると、その２人のイン

　　　ド人の中の1人が模型飛行機を送るこ

　　　とはもう出来ないと告げた｡乗客から
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集めた２万ICで新年を祝った

のだと私は思った。私は彼等

の馬鹿さ加減に開いた目も塞

がらなかった。

　時々私はハイジャックされ

た機内の非常に緊迫した情況

の中で、頭を膝につけた体勢

で過ごした最初の３日間を思

い出すことがある｡この3日間

は一睡もできず、精神的スト

レスは非常に大きかった。ハ

イジャックされた機内で過ご

した日々は私にとって精神的

にも肉体的にも大変な苦痛だ

った。

　このように私達はハイジャ

ックされたIC814便の中で生

死の瀬戸際に立っていた。私

達は８日間死を待ちながら生

き延びた。ハイジャックされ

た飛行機の１乗客として私は

思う一本当の死は死ぬ時間を

数えながら生存するよりもき

っと楽だろうと。

インド機乗っ取り

活
動
家
３
人
を
釈
放

画

題
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２０００年(平成12年)１月１日

　　限訓

土曜日

　インド機乗っ取り事件の経過（日本時間）

24日　カトマンズ発ニューデリー行きインデ

　　　ィアン航空機（乗客・乗員189人）が

　　　インド上空で武装グループに乗っ取ら

　　　れる。インド北部で燃料補給しパキス

　　　タンのラホール空港に着陸。

25日　アラブ首長国連邦・ドバイの空軍基地

　　　に着陸し、女性や子どもの乗客27人が

　　　解放され１遺体を搬出。アフガニスタ

　　　ンのカンダハルに着陸。犯人側は人質

　　　解放の条件としてインドの刑務所に収

　　　監中のパキスタンのイスラム教指導者

　　　マスード･アズハル氏らの釈放を要求。

26日　国運から派遣されたデムル人道問題担

　　　当調整容が犯人たちと面会したが仲介

　　　は不調に。病気の男性１人解放。

27日　ロシア、緊急安保理の開催を要請。犯

　　　人側は、午後５時10分までに要求をか

　　　なえなければ人質を殺害すると通告。

28日　インド政府代表団がカンダハル入りし

　　　犯人側と直接交渉開始。犯犬飼はイン

　　　ドで服役中の活動家36人の釈放、身代

　　　金２億‰など３項目の要求提示。

29日　インド政府は犯人側要求を受け入れな

　　　いと回答。犯人厠は身代金など要求を

　　　一部取り下げ。

30日　５回目の交渉でインド政府が活動家の

　　　一部を釈放する意向を表明。

31日　アズハル氏ら２人をインド政府が釈放

　　　の準備。
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ﾒwa4インターナショナル名誉顧問紹介

Dr.Khan M. Zaman

AA伯/1インターナショナル事務局次長
翻訳　藤井倭文了･

Prof.Dr.Nassir EI-Din EI-Assad

ヨルダン王立イスラム文明研究院代表

　Prof.Dr.Nassir EI-Din EI-Assad は1923年

にヨルダンのアカバで生まれた｡1980年から

ヨルダンＥ立イスラム文明研究院代表を務め

ている。氏の略歴は下記の通り：

現職:

1980年　ヨルダン王茫イスラム文明研究院（AI　Albait財

　　　　団）代表に就任、現在に至る。

1988年　ヨルダン大学・名誉教授に就任、現在に至る。

1996年　ヨルダンlsnl私立大学･理事長に就任､現在に至る。

1955年　エジプトのカイロ大学卒業･アラビア文学博士号

　　　　取得

1959-1961年　リビア大学・美術教育学学部長

1962-1968年　ヨルダン大学創立学長兼アラビア文学教授

1968-1977年　アラブ連盟文化省次官兼副事務総長・文化

　　　　　　　業務担当

1977-1978年

1978-1980年

1985-1989年

1991-1993年

1993-1997年

サウジアラビア王国ヨルダン大使

ョルダン大学･学長(第二期)兼アラビア文

学教授

ョルダン文部大臣

アマン私立大学・学長

ヨルダン上院議会・議員

出版物：

＊前イスラムアラビア文学・現代アラビア文学・歴史及び

　イスラム文明研究（初回調査、編集、英語よりアラビア

　語への翻訳を含む）･‥19冊

＊65の論文を様々なアラビアの雑誌へ寄稿

勲章および授賞：

１．ョルダンAI-lstiklal勲章、勲１等、1966年

2.ヨルダン教育殊勲章、1976年

3.ALESCOゴールデンメダル、1977年

4.Faisal国王アラビア文学国際賞、1982年

5.ヨルダンAI-Kawkab勲章、勲１等、1984年

6.パレスチナ文化･美術EI-Quds（エルサレム）メダル。

　　1991年

7.ヨルダンAI-Nahda勲章、勲１等、1993年

8.フセイン国王Excellenceゴールデンメダル、1995年

学会会員：

　先月号からAMDAインターナショナルは

AMDA名誉顧問や姉妹機関について紹介を

始めた。このシリーズの第一回には、ＷＨＯ

(世界保健機構)の東地中海地帯地域代表の

Dr.Hussein A. Gezairyを紹介させていただ

いた。第二回目としてヨルダン王立文明研

究院代表のProf.D｢.NassirEI-Din EI-Assadと

カザフスタン教育･科学省人類動物生理学協

会理事のＰｒｏｆ．Ｄ｢．Ｋｈａｂｄｒａｋｈｍａｎ

Ｄｙｕｓｓｅｍｂｉｎを紹介させていただ＜。

9.サルタンBin Ali EI-Owais 文化賞（アラブ首

　長国連邦）、1994 －1995年

　20以上の学会、評議会、調査委員会、執行委員会のメン

バーで、その代表的な機関は下記の通り：

１．エジプﾄ、ョルダン、シリア、インド（アリガル）およ

　び中国（北京）のアラビア語学会。

2.パレスティナ百科事典執行委員会､シリア（ダマスカス）

3.モロッコ･E国芸術院

4.AI-Furqanイスラム財団・国際諮問委員会、英国（ロン

　　ドン）

Prof.Dr.Khabdrakhman Dyussembin

Prof.Dr.Khabdrakhman

Dyussembinは1931年10月15

日カザフスタンで生まれ、内

分泌学、授乳分泌、順応生理

学分野において有名な科学者

である。

現職

カザフスタン教育･科学省人類動物生理学協会理事；

カザフ生理学協会・副代表；

カザフスタン共和国一国立科学院・客員；

カザフスタン共和国・予防医学院・会員；

統合人類学国際学院・会員：

　氏はL記以外にもカザフ国立大学で生理学と人類学の講

義をしている。

出版物：

　４冊の書籍を含む160の科学専門誌。また、氏の指導の

もとに15人が博士課程を卒業した。
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第３回医療通訳養成講座の報告

　　　　　柘植　硝子

　　　　第３回医療通訳養成講座が、12月18日

　　　神奈川県大和市の耳鼻咽喉科早川医院で

　　　行われた。講師は早川浩市院長。中国語

　　　で診療をしてくださるので、近所の団地

　　　に住む中国人たちに喜ばれている。今回

　　　のテーマは「耳鼻咽喉科診療に際して」。

　　　参加者は9名。後半は参加者が質問をし、

　　　いびきや花粉症などの個人的な悩み相談

　　　にまで及んだ。

　　　１．疾患について

　　　Ｏ）主な耳の疾患

　　　・　慢性中耳炎　鼓膜に穴があいている。

　　　　手術或いは抗生物質で治る。

　　　・急性中耳炎　１週間ほどの治療でよく

　　　　なる。

　　　・外耳炎　外から傷を付けた時に、痛み
ｰ　と膿が出るもの｡鼓膜には異常はない。

一一
　　　・メニエル氏病　めまい、耳鳴り、難聴

　　　　の症状がある｡内科を受診しがちだｶ八

　　　　耳の疾患。

　　　（２）主な鼻の疾患

・副鼻腔炎　鼻詰まり、痛みを伴う。副

　鼻腔に分泌物が溜まり、菌が入って感

　染症を起こす。

・鼻血　子供の鼻血は、外部からの刺激

　によるものが殆ど｡中年以降の鼻直は、

　高血圧によるものが多いが、悪性腫瘍

　の可能性もある。

・鼻茸　鼻ポリープ。手術しなければ治

　らない。

２．参加者からの質問

（１）いびきについて

　鼻が詰まるとll呼|吸になり、喉の奥の

柔らかいところ（軟【】蓋）がﾄﾞがり、そ

れが振動していびきとなる。軟［］蓋が柔

らかい人やアデノイドが大きい人に多い。

殆どは鼻詰まりを解消することで改善さ

れるが、ひどい場合は軟口蓋を于一画する

こともある。

　深刻なのは、睡眠時無呼吸症候群によ

り、眠りが浅くなり、疲労や眠気が常に

抜けないことや心臓に負担がかかること。

　（２）アレルギー性鼻浚について

　ハウスダス1ヽや家ダニ、花粉等が原因

で、鼻粘膜を刺激してアレルギー反応が

治療としては、

・抗アレルギー剤副作用で眠くなる

・減感作療法（注射によって症状を軽く

　していくもの）約１年通院が必要

一手術（鼻粘膜を焼き取り、鼻詰まりを解

　消する）数ケ月で鼻粘膜が再生してし

　まう｡

　また、保健所に頼むと、畳やカーテン

　のダニ掃除を無料でやってくれる

（３）補聴器について

　かなり高価だが、リサイクルはできな

いのか？

　各人の聴力検査の結果によって、専門

店が作るのでリサイクルは難しいj日し、

生活保護を受けている人や身体障害者は、

市や区の補助を受けられる｡

３．講座の後

　剔||院長の自宅で､食事会が聞かれた｡

奥様手作りの豪勢なお料理と、20年以卜

診療所の地下で眠っていた貴１なワイン

をご馳走になり、参加者は感激し、遠慮

無くI衰いた。夜遅くまで、趣味のダイビ

ングの話や、料理の話で盛り上がった、

生前Emma Palazo医師に親交のあっ

た同僚や友人からの追悼メッセージ

●今日仏はフィリピンの岩永医師から

AMDAインターナショナルの前事務局長

のEmma Palazo 女史が墜落したアジア

ン･スピリット機に搭乗していた事を告げ

られた。 AMDA インターナショナルの世

界的活動に深く貢献された女史の死を大

変遺憾に思う。（高橋央，日本）

●昨夜私はこのニュースを聞き、今でも

信じられないほどショックを受けていぞﾑ

信じようとも思はないバ田中政宏、USA）

●間違いであれは良いと願っている。エ

マがもうこの世にいないなんて、信じら

れない。ＡＭＤＡには我々がその存在をあ

てにしている何人かの人がいる。エマは

その１人であった。今彼女を想う時、頭

に浮かぶことは、いつも元気で、前向き

で、ユーモアがあって、人に対して同情

的たったことである。彼女の死を大変残

念に思う。(AMDAカナダ:北米ユニオン)

●私が彼女に最後に会ったのは、1997年

に女史が３目間の薬生協の研修のために

カンボジアヘ来た時だった。彼女は大変

信頼できる人で、全てのＡＭＤＡインター

ナショナルの活動のために尽力された。

いつかフィリピンでの再会を約束してい

た。不幸にも彼女にはもう

会うことはできない。彼女

と彼女の家族のために夫変

悲しく思っている。彼女の

ために心から哀悼の意を表

す。あなたをｰ生忘れない。

(Sieng Rithy医師、カンボジア)

●今日E-Mai1でエマの大変行間もしな

かったニュースを読んだ。我々の親友の

エマがもうこの世にいないことが信じら

れなかった。 ＡＭＤＡの中でも我々の１番

の親友だった言Rameshwar Pokharel医

師、ネパール)

●仏が最後にエマに会ったのは1992年１

月に仏が当時働いていたマニラのＷＨＯ

の事務所だった。その時彼女は毎日曜日

仏をスモーキー･マウンテンの診療所､ピ

ナツボ彼災民キャンプやその他のスラム

ヘ案内してくれ彼女の明確な管理運営に

ついて話してくれた。彼女は常に私達よ

り一歩先を歩いていた。まだ若かった

AMDAメンバーを指導してくれた。

彼女の死は大変大きい。（遠田耕平

医師、日本）

●昨年はJonathan Man医師を、今度

はエマを墜落事故で失った。なぜこ

んなに良い人達を？　私が初めて彼

如こ会ったのは1987年に日本で開

催されたＡＭＤＡ国際会議の時だっ

た｡（その時遠田医師が議長を勤められた

と思う｡）その後1993年にジブチの難民

キャンプで一緒に仕事をした。キャンプ

の医療プロジェクトを改善するために私

達は多くの仕事をした。意見の交換をし

たり、議論したり、笑ったり、けんかを

したり、泣いたり、食事をしたり、遊ん

だり、ドライブ等をした。彼女から多く

のことを学んだ。私達は同年代たったけ

れども、彼女は私にとって指導者であり

目標だった言宮地尚子､近畿大学、日本）

●彼女は助けを必要としている人や困っ

ている人に心を打ち込んでいた。私達は

彼なのことを親友の１人として生涯忘れ

ないと思う｡（FaisalMuazzam 医師、バ

ングラデシュ）

※エマの意思を続けるために，彼女の家族と友人はDr.Ma.Emma D. Palazo。

　Partinez記念基金を設立した。ご寄付に関する詳細はﾄﾞ記の通り。

【１座名:Dr.Ma.Emma D. Palazo-Martinez Memorial Foundation

銀行名:Metropolitan Bank Fairview Branch

口座番り:3241-08946･1

銀行住所:Wjnston Avenue, QuezonCity,Phmppines

電話番号:+63-2-937-9221

（注：１１座はフィリビンペソ｡。外貨による入金は自動的にフィリピンペソに換算される｡）
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ﾚ事面舵］

　国際業務局はＡＭＤＡ本部とＡＭＤＡ

支部間の連絡と関連業務を担当してい

る。現在ＡＭＤＡインターナショナル

はアジア、アフリカ、ヨーロッパ、北

米および南米の26ケ国に支部を持っ

ている。その国々はアル八二ア、バン

グラデシュ、ボリビア、ブラジル、カ

ンボジア、カナダ、コロンビア、ホン

デュラス、インド、インドネシア、日

本、韓国、ネパール、ニュージーラン

ド、パキスタン、ペルー、フィリピン、

スラプスカ共和国（ボスニア・ヘルツ

ゴビナ）、ルワンダ、サハ共和国（ロシ

ア）、シンガポール、スリランカ、スー

ダン、台湾、タイ、とザンビアである。

ＡＭＤＡインターナショナルはAGloba1

Network of Partnership for Peace

through Projeds with Sogo-Fujo Spirit

under Local lnitiativer現地宅原型相互

扶助の精神に基づくプロジェクト］を

通して、平和のための世界的パート

ナーシップのネットワークづくりが

カースト、信条、人種および宗教に関

係なく世界の隅ずみまで届くよう、世

界中に新しい支部を設立するために努

力している。この目的を遂行するため

に私達は経験豊かな専門家や機関と密

接に協力しあっている｡ＡＭＤＡは多く

の国際機関の姉妹機関となっているこ

とや､世界中の至る所から非常に高名

な方々に顧問として就任して頂くこと

ができたことを訪りに思っている。

国際業務局のその他の任務はﾄﾞ記の通

りである：

＊国際会議やＡＭＤＡインターナショ

ナルの年次総会を開催する。

＊緊急事態が発生するとボランティア

右から 局長

局次長

F.P.Flores　藤井倭文子（翻訳ボランティア）

K.M.Zaman　鎌田正義

医加号門家を派遣するためにAMDA　国際業務局　研修会開催報告

支部と連絡や調整をする。
＊国連や関連機関へAMDAインター

ナショナルの活動報告書の作成や連絡

をとる。

＊アジア開発銀行と協力して、カンボ

ジアでプロジェクトを実施している。

＊国際貢献トピア岡山構想を推進する

会と協力してNGOサミットを開催す

る｡

＊田際協力事業団（JICA）と協力して

研修プログラムを実施する。

＊国際的な銀行･金融機関にAMDAイ

ンターナショナルの財政上のパート

ナーを務めていただくよう依頼する。

ＡＭＤＡインターナショナル事務局次長

　　　　　　　　Dr.Khan M. Zaman

　JICAからの委託による、第2回「地　　　。･へ

城健康開発のためのNGO/NPOの能

『

力向目コースを、アジア、アフリカ、

中南米の13カ国13名の研修員を迎え、

11月22日から12月21目までの期間

ＡＭＤＡ本部にて実施しました。

　今回は東京研修旅行を設け、都内

ＮＧＯの訪問､防災センター見学､東京

大学の先生の講義に参加したりなど研

修を行い、休日には都内見物、秋葉原

での買い物と充実した旅行でした｡岡

山へ帰ってからホームステイで日本の

生活様式を休験し、コンピューター講

習、岡山NGOサミット参加など忙し

い研修スケジュールをこなしました。

送別会ではホストファミリーと再会

し、歌や踊りで歓待しました。全員名

残惜しそうに日本を離れてい

きました。

　　　　　　　鎌田　正義

東京都防災センター見学

r＾

･㎜

AMDA　Journalに関するお問い合せは、ＡＭＤＡ会員情報局　TEL 086-284-8104まで

＊ご入会、会費、ご寄付、その他ご購入のための振込は、本誌綴じ込みの郵便振替用紙をご使用下さい

　連絡欄に振込目的を明記して下さい。

＊クレジットカード（全日信販のＡＭＤＡカード）

　AMDAカードについてのお問い合せは、

での会費納入方法もあります。

全日信販株式会社　本社営業部　086-227-7161です。

ＡＭＤＡホームページ
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